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岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A027

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）
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300角磁器質タイル　
下地モルタル

岩綿吸音板9ｔ　
石膏ボード9.5t捨張り　

外装用モザイクタイル　
下地　押出し成形セメント板60ｔ

ケイカル板厚6ソコ目張り EP塗

側桁:PL-19×300 SOP塗

床見切:SUS-304 40巾　HL 2.0

幕板:フッ素焼付塗装　
アルミ2.0ｔパネル加工

梁型:フッ素焼付塗装　
アルミ2.0ｔパネル加工

ビニル床シート2.0ｔ　
下地モルタル金コテ

鉄骨梁:SOP塗

ガラス手摺(スラブ隠し固定タイプ)
設定荷重2000N　たわみ1/150以下

手摺子 ：スチールRB-16φ 
@100 SOP塗

手摺支柱：スチール
FB-16×60@900内外

ブラインドBOX
アルミ既製品

ビニルクロス貼り　

側桁:PL-19×300 SOP塗

LGS-19

LGS-19

ケイカル板厚6ソコ目張り EP塗

側桁:PL-16×300 SOP塗

梁型:フッ素焼付塗装　
アルミ2.0ｔパネル加工

ビニル床シート2.0ｔ　
下地モルタル金コテ

消火器BOX
(半埋込式)

300角磁器質タイル　
下地モルタル

30分耐火 耐火塗料塗

ビニルクロス　

ブラインドBOX
アルミ既製品

岩綿吸音板9ｔ　石膏ボード9.5t捨張り　

防煙垂れ壁：H700

下地　石膏ボード12.5ｔ 2重張り

下地　石膏ボード12.5ｔ 2重張り

防煙垂壁H=800

1階

風除室

エントランスホール ホール
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巾木:SUS-304 HL 1.5　H=300

巾木:SUS-304 HL 1.5　H=300
管理棟

展開図-2
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岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A028

令和５年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）
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エントランスホール

Ｃ Ｄ

ＤＣ

ピクチャーレール(壁付)

ガラス手摺(スラブ隠し固定タイプ)
設定荷重2000N　たわみ1/150以下

Gコラム:1時間耐火 耐火塗料塗

ガラス手摺(スラブ隠し固定タイプ)
設定荷重2000N　たわみ1/150以下

300角磁器質タイル　
下地モルタル

1時間耐火 耐火塗料塗

ビニル床シート2.0ｔ ビニル床シート2.0ｔ

消火器BOX
(半埋込式)

30分耐火 耐火塗料塗

30分耐火 耐火塗料塗

300角磁器質タイル　
下地モルタル

幕板:フッ素焼付塗装　
アルミ2.0ｔパネル加工

幕板:フッ素焼付塗装　
アルミ2.0ｔパネル加工

梁型:ビニルクロス貼り　

LGS-50

ＥＶ竪穴区画:Sウォール-WR 1時間耐火壁　
認定 FP060NP-0075
LGS下地　タイガーボード
・タイプZ-WR 21ｍｍ+21ミリ張　

ＥＶ竪穴区画:Sウォール-WR 1時間耐火壁　
認定 FP060NP-0075
LGS下地　タイガーボード
・タイプZ-WR 21ｍｍ+21ミリ張　

岩綿吸音板9ｔ　石膏ボード9.5t捨張り　
ブラインドBOX
アルミ既製品

ガラス手摺(スラブ隠し固定タイプ)
設定荷重2000N　たわみ1/150以下

幕板:フッ素焼付塗装　
アルミ2.0ｔパネル加工

ピクチャーレール(壁付)
ビニルクロス貼り　

ブラインドBOX
アルミ既製品

一部外装用モザイクタイル　

300角磁器質タイル　
下地モルタル

岩綿吸音板9ｔ　
石膏ボード9.5t捨張り　

岩綿吸音板9ｔ　石膏ボード9.5t捨張り　

下地:押出成形セメント板
一部外装用モザイクタイル　

下地:押出成形セメント板

下地　石膏ボード12.5ｔ 2重張り

下地　石膏ボード12.5ｔ 2重張り

防煙垂れ壁：H700

防煙垂れ壁：H800

ブラインドBOX
アルミ既製品

ブラインドBOX
アルミ既製品

ビニルクロス貼り　

下地　石膏ボード12.5ｔ 2重張り

巾木:SUS-304 HL 1.5　H=300

外装用モザイクタイル貼り
下地:押出成形セメント板　

外装用モザイクタイル貼り
下地:押出成形セメント板　

防煙垂壁H=800

ケイカル板厚6ソコ目張り EP塗
LGS-19

防煙垂れ壁：H700

エントランスホール ホール
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管理棟
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A3=1:100

展開図-3

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A029

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）
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床見切:SUS-304 40巾　HL 2.0

ビニル床シート2.0ｔ　
下地コンクリート金コテ

ビニル床シート2.0ｔ　
下地コンクリート金コテ

岩綿吸音板9ｔ　
石膏ボード9.5t捨張り　

洗面化粧台
文書収受箱
（前入れ後出し）
ステンレス製既製品
W390　H650　D300
田島メタルワーク㈱
MX-102同等

造り付棚

磁器質150角タイル　下地モルタル

岩綿吸音板9ｔ　
石膏ボード9.5t捨張り　

扉：ポリ合板貼カウンター下収納

帯電防止タイルカーペット4.0ｔ

フリーアクセスフロアー

タイルカーペット

ビニル床シート2.0ｔ

磁器質150角タイル　下地モルタル

床見切:SUS-304 40巾　HL 2.0

消火器BOX
(半埋込式)

ビニル床シート2.0ｔ

ビニル床シート2.0ｔ

帯電防止タイルカーペット4.0ｔ
下地フリーアクセスフロア　
(防塵塗床仕上コンクリートの上)

ソフト巾木　Ｈ=60

ソフト巾木　Ｈ=60

ソフト巾木　Ｈ=60

ソフト巾木　Ｈ=60

ソフト巾木　Ｈ=60

ビニルクロス　

ビニルクロス　

ビニルクロス　

岩綿吸音板9ｔ　
石膏ボード9.5t捨張り　

岩綿吸音板9ｔ　
石膏ボード9.5t捨張り　 岩綿吸音板9ｔ　

石膏ボード9.5t捨張り　

岩綿吸音板9ｔ　
石膏ボード9.5t捨張り　

岩綿吸音板9ｔ　
石膏ボード9.5t捨張り　

化粧石膏ボード9.5ｔ　

下地　石膏ボード12.5ｔ 2重張り

下地　石膏ボード12.5ｔ 2重張り

下地　石膏ボード12.5ｔ 2重張り

ビニルクロス　
下地　石膏ボード12.5ｔ 2重張り

ビニルクロス　
下地　石膏ボード12.5ｔ 2重張り

ビニルクロス　
下地　石膏ボード12.5ｔ 2重張り

FL-40

床見切:SUS-304 40巾　HL 2.0

ヘルメットラック(既製品)

下足箱6人

引出：ポリ合板貼

内部：ポリ合板貼

扉：ポリ合板貼

ダボ取付

ダボ取付

棚：ポリ合板貼

1階

事務室

1階

応接室

1階

書庫

1階

廊下
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管理棟

A1=1:50

A3=1:100

展開図-4

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A030

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）
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複層塗材E　LGS下地ケイカル板6ｔ
電動式重量シャッター

トイレブース
メラミン化粧板

小便器下：汚垂石

トイレブース

トイレブース

ビニル床シート2.0ｔ
ビニル床シート2.0ｔ

ビニル床シート2.0ｔ ビニル床シート2.0ｔ

ビニル床シート2.0ｔ

小便器下：汚垂石

床シート巻上　Ｈ=100
床シート巻上　Ｈ=100 床シート巻上　Ｈ=100

床シート巻上　Ｈ=100ビニル床シート2.0ｔ

ソフト巾木　Ｈ=60 ソフト巾木　Ｈ=60

ソフト巾木　Ｈ=60 ビニル床シート2.0ｔ

ビニルクロス　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地　耐水構造用合板12ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地　耐水構造用合板12ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地　耐水構造用合板12ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地シージングボード9.5ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地シージングボード9.5ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地シージングボード9.5ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地シージングボード9.5ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地シージングボード9.5ｔ　

一部メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地　耐水構造用合板12ｔ　

ＥＰ仕上　下地ケイカル板6ｔ　
底目張り

ＥＰ仕上　下地ケイカル板6ｔ　
底目張り

ＥＰ仕上　下地ケイカル板6ｔ　
底目張り

ＥＰ仕上　下地ケイカル板6ｔ　
底目張り

化粧石膏ボード9.5ｔ　

化粧石膏ボード9.5ｔ　 化粧石膏ボード9.5ｔ　
トイレブース

メラミン化粧板

タオル掛け
H=1200

タオル掛け
H=1200

ビニルクロス　

下地　石膏ボード12.5ｔ 2重張り

下地　石膏ボード12.5ｔ 2重張り

押出し成形セメント板60ｔ　表し

強化コンクリート金コテ押エ

コンクリート打放し

押出し成形セメント板60ｔ　表し

ケイカル板6ｔ　表し

強化コンクリート金コテ押エ

コンクリート打放し

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地シージングボード9.5ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地シージングボード9.5ｔ　

1階

1階

車庫

1階

女子更衣室

倉庫

1階

男子更衣室

1階

湯沸室

1階

女子
トイレ

1階

男子
トイレ
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管理棟

A1=1:50

A3=1:100

展開図-5

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A031

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）
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アルミ製落下防止横格子框(敷居)松100×50
木材保護塗料 畳敷き55ｔ

フローリングt=12

後付タラップ　

タイルカーペット

ビニル床シート2.0ｔ

タイルカーペット

ビニル床シート2.0ｔ床シート巻上　Ｈ=100
床シート巻上　Ｈ=100

ソフト巾木　Ｈ=60

ソフト巾木　Ｈ=60

ソフト巾木　Ｈ=60

ソフト巾木　Ｈ=60

ソフト巾木　Ｈ=60

ソフト巾木　Ｈ=60

ビニルクロス　

ビニルクロス　

ビニルクロス　

ビニルクロス　

ビニルクロス　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地　耐水構造用合板12ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地　耐水構造用合板12ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地　耐水構造用合板12ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地シージングボード9.5ｔ　

岩綿吸音板9ｔ　
石膏ボード9.5t捨張り　

岩綿吸音板9ｔ　
石膏ボード9.5t捨張り　

岩綿吸音板9ｔ　
石膏ボード9.5t捨張り　

ＥＰ仕上　下地ケイカル板6ｔ　
底目張り

化粧石膏ボード9.5ｔ　

下地　石膏ボード12.5ｔ 2重張り

下地　石膏ボード12.5ｔ 2重張り

下地　石膏ボード12.5ｔ 2重張り

下地　石膏ボード12.5ｔ 2重張り

下地　石膏ボード12.5ｔ 2重張り

ナスタNA-ATR19S同等

戸袋 戸袋 戸袋戸袋

戸袋
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管理棟
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展開図-6

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A032

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）
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消火器BOX
(半埋込式)

小便器下：汚垂石

床シート巻上　Ｈ=100

床シート巻上　Ｈ=100 床シート巻上　Ｈ=100
ビニル床シート2.0ｔ

ソフト巾木　Ｈ=60

ソフト巾木　Ｈ=60

ソフト巾木　Ｈ=60

ビニル床シート2.0ｔ

ビニル床シート2.0ｔ ビニル床シート2.0ｔ

ビニルクロス　

ビニルクロス　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地　耐水構造用合板12ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地　耐水構造用合板12ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地シージングボード9.5ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地シージングボード9.5ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地シージングボード9.5ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地シージングボード9.5ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地シージングボード9.5ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地シージングボード9.5ｔ　

ＥＰ仕上　下地ケイカル板6ｔ　
底目張り

ＥＰ仕上　下地ケイカル板6ｔ　
底目張り

ＥＰ仕上　下地ケイカル板6ｔ　
底目張り

岩綿吸音板9ｔ　
石膏ボード9.5t捨張り　

下地　石膏ボード12.5ｔ 2重張り

下地　石膏ボード12.5ｔ 2重張り

幕板:メラミン不燃化粧板3t

水切棚W=900

一部メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地　耐水構造用合板12ｔ　
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下地シージングボード9.5ｔ　
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展開図-7

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A033

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）
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ビニル床シート2.0ｔ

車いす用ガード巾木　Ｈ=300

車いす用ガード巾木　Ｈ=300
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車いす用ガード巾木　Ｈ=300

車いす用ガード巾木　Ｈ=300

車いす用ガード巾木　Ｈ=300

ビニルクロス　

ビニルクロス　

岩綿吸音板9ｔ　
石膏ボード9.5t捨張り　

岩綿吸音板9ｔ　
石膏ボード9.5t捨張り　

岩綿吸音板9ｔ　
石膏ボード9.5t捨張り　

岩綿吸音板9ｔ　
石膏ボード9.5t捨張り　

下地　石膏ボード12.5ｔ 2重張り

下地　石膏ボード12.5ｔ 2重張り
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展開図-8

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A034

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）
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大型鏡

床シート巻上　Ｈ=100

床シート巻上　Ｈ=100

ビニル床シート2.0ｔビニル床シート2.0ｔ ビニル床シート2.0ｔ

ビニル床シート2.0ｔ

ソフト巾木　Ｈ=60

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地　耐水構造用合板12ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地　耐水構造用合板12ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地　耐水構造用合板12ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地　耐水構造用合板12ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地シージングボード9.5ｔ　

下地シージングボード9.5ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地シージングボード9.5ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地シージングボード9.5ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地シージングボード9.5ｔ　

ＥＰ仕上　下地ケイカル板6ｔ　
底目張り

ＥＰ仕上　下地ケイカル板6ｔ　
底目張り

化粧石膏ボード9.5ｔ　

床シート巻上　Ｈ=100

ビニル床シート2.0ｔ

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地シージングボード9.5ｔ　

ＥＰ仕上　下地ケイカル板6ｔ　
底目張り

下地　耐水構造用合板12ｔ　
メラミン不燃化粧板3ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　

床シート巻上　Ｈ=100

ビニル床シート2.0ｔ

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地　耐水構造用合板12ｔ　

メラミン不燃化粧板3ｔ　
下地シージングボード9.5ｔ　

ＥＰ仕上　下地ケイカル板6ｔ　
底目張り

小便器下：汚垂石 床シート巻上　Ｈ=100

ビニルクロス　
下地　石膏ボード12.5ｔ 2重張り
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展開図-9

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A035

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）
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消火器BOX
(半埋込式)

タイルカーペット

タイルカーペット タイルカーペット

タイルカーペット

木製ＣＬ　Ｈ=60

木製ＣＬ　Ｈ=60

木製ＣＬ　Ｈ=60 吸音壁：不燃吸音織物内装材30ｔ　
下地　石膏ボード12.5ｔ

リブ付岩綿吸音板12ｔ　
石膏ボード9.5t捨張り　

ビニルクロス
下地　石膏ボード12.5ｔ２重張り

ビニルクロス
下地　石膏ボード12.5ｔ２重張り

枠、扉下部=300
SUS-304 HL 1.5t

石膏ボードt=9.5捨張り
岩綿吸音板t=9

ビニル床シート貼り
下地コンクリート金コテ押エ

戸袋壁のみ
石膏ボードt=12.5

UL工法　素地

LGS下地石膏ボードt=12.5
ビニルクロス貼

車いす用ガード巾木H=300

手摺：ビニール製34型

下地　石膏ボード12.5ｔ２重張り
ビニルクロスリブ付岩綿吸音板12ｔ　

石膏ボード9.5t捨張り　

電動スクリーン　BOX W3774×H140×D172

スチール製ブラインドBOX　SOP スチール製ブラインドBOX　SOP
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宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）

植込

A1=1:100

A3=1:200

管理棟

求積図(１，２階個別面積)

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A036

令和４年５月３１日
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記号 計算式(m)室名 Ａ= 記号 計算式(m)室名 Ａ= 面積(㎡)

5.095 × 7.170 36.531イ 階段室

中会議室

小会議室

58.20

30.45

休憩室

押入

押入

計

計 29.65
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7.28

1.06

ホール

計

計

廊　下

男子トイレ・洗面所
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湯沸室

倉庫兼書庫
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EVシャフト
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面積(㎡)
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33.77a

44.09計

廊　下

風除室

PS

PS
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記号 計算式(m)室名 Ａ= 面積(㎡)
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Ｈ
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Ｋ

Ｌ

Ｍ

0.533 × 4.043

8.218 × 6.820

2.155

56.047

58.202

4.450 × 6.820

4.820 × 3.435

3.668 × 2.800

4.820 × 0.585

16.557

10.270

2.820

2.650 × 2.748

Ｎ

30.349

Ｏ

Ｐ

1.120 × 1.850

1.120 × 0.950

2.072

1.064

Ｄ

18.020 × 1.800ロ

ハ

ニ

ホ

2.700 × 5.120

2.700 × 5.120

32.44

13.82

1.800 × 4.420

13.82

7.96

Ｆ

Ｇ

5.000 × 3.320

3.385 × 5.120

Ｅ

ト 0.700 × 3.320

チ

リ 1.800 × 0.700

ヌ

ル 0.533 × 2.777
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0.8275 × 1.400

10.1200 × 2.3000

5.0250 × 4.4225

2.3750 × 2.0475

1.2350 × 0.7000
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4.8628

0.8645

51.2264

1.140 × 0.700

1.735 × 4.220

記号 計算式(m) 面積(㎡)

a 1.735 × 0.900 1.562

合計面積 1.562

1.735 × 0.900

記号 計算式(m) 面積(㎡)

Ａ 1.735 × 4.220 7.322

合計面積 7.322

51.23

36.53

41.253

32.436

13.824

13.824

7.956

16.600

7.322

17.331

2.324

1.562

1.260

1.1585

1.480
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29.647
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2.650 × 2.748 7.282

14.6342.700 × 5.420

1.805 × 4.730
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宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

-２-１

大会議室（1） 大会議室（2）

（左側）

（右側）

-１ -２

7,2508,670

（管理棟外付属棟建設工事）

A1=1:100

A3=1:200

管理棟

求積図(３階個別面積)

岡山市東区西大寺中野17-17
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(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A037
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記号 計算式(m)室名 Ａ= 面積(㎡) 記号 計算式(m)室名 Ａ= 面積(㎡)
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ホール
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管理棟

/

下地・仕上　-　不燃

女子便所

=50

告示1436号-四-二-(2)

Ｓ＝Ｎ/Ｓ

=/

下地・仕上　-　不燃

50

告示1436号-四-二-(2)

車庫

44.11

44.11 0.90

2600 2600

13.82

13.82 0.28
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=

/
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=
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告示1436号-四-二-(2)

=/ 50
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/
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=

* 3補正係数 前面が十分に開放
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=

/
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1.715*1.55*2 5.32
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=/

下地・仕上　-　不燃
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防火区画：１時間耐火仕切り（LGS100　強化石膏ボード21.0ｔ２重張り片面）

防火区画：１時間耐火仕切り（押出成形セメント板60ｔ）
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防火区画：１時間耐火仕切り（LGS100　強化石膏ボード21.0ｔ２重張り片面）

防火区画：１時間耐火仕切り（LGS100　強化石膏ボード12.5ｔ２重張り両面）
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1

150

1～3F  階段室

透明t=8

アルミ(JIS規格による陽極酸化塗装複合被膜)

嵌め殺し9連窓

1

150 透明t=8

アルミ(JIS規格による陽極酸化塗装複合被膜)

1F  エントランスホール

アルミ額縁3方

アルミ(JIS規格による陽極酸化塗装複合被膜)

透明t=5

付属金物一式

ランマFIX付引違ガラス障子

アルミ(JIS規格による陽極酸化塗装複合被膜)

1F  事務室、応接室2

70 型板t=6+6+透明t=5　複層ガラスサッシ

アルミ額縁4方

付属金物一式　可動網戸

70

1 1F  事務室

(ＥＰＣ用枠)

透明t=8

1 2F  吹抜

付属金物一式　オペレータ装置一式　固定網戸

アルミ(JIS規格による陽極酸化塗装複合被膜)

引違い2連窓

アルミ額縁3方　衝突防止シール

70

嵌め殺し7段4連窓　カーテンウォール

アルミ額縁3方(縦額縁要切り欠き注意)　衝突防止シール

引き違い窓

アルミ(JIS規格による陽極酸化塗装複合被膜)

70 透明t=6+6+透明t=5　複層ガラスサッシ

付属金物一式　可動網戸

3F 渡り廊下2

(ＡＬＣ用枠)

70 透明t=6+6+透明t=5　複層ガラスサッシ

アルマ(JIS規格による陽極酸化塗装複合被膜)

付属金物一式　開き網戸

アルミ額縁4方

(ＥＰＣ用枠)

1

下部FIX付たて辷出し3連窓

70 透明t=6+6+透明t=5　複層ガラスサッシ

アルマ(JIS規格による陽極酸化塗装複合被膜)

付属金物一式　開き網戸

3F ホワイエ

アルミ額縁4方

たて辷出し窓 (ＥＰＣ用枠)

4

引違2連窓

アルミ(JIS規格による陽極酸化塗装複合被膜)

70 透明t=6+6+透明t=5　複層ガラスサッシ

付属金物一式　可動網戸

たて辷出し窓

3

70

アルマ(JIS規格による陽極酸化塗装複合被膜)

付属金物一式　開き網戸

3F 男子トイレ、女子トイレ、女子洗面所

たて辷出し窓

スチール額縁3方　上部、ブラインドBOX SOP塗

70 透明t=6+6+透明t=5　複層ガラスサッシ

アルマ(JIS規格による陽極酸化塗装複合被膜)

付属金物一式　開き網戸

3

(ＥＰＣ用枠)(ＥＰＣ用枠)(ＥＰＣ用枠)

4

透明t=6+6+透明t=5　複層ガラスサッシ

1 2F 小会議室一部中会議室

70 透明t=6+6+透明t=5　複層ガラスサッシ

アルマ(JIS規格による陽極酸化塗装複合被膜)

3F 大会議室 3F 大会議室

スチール額縁3方(方立含む)　上部、ブラインドBOX SOP塗アルミ額縁4方,間仕切り取り合いアルミパネル,上部アルミ製ブラインドBOX

引違2連窓

アルミ(JIS規格による陽極酸化塗装複合被膜)

70 透明t=6+6+透明t=5　複層ガラスサッシ

1 2F 休憩室

アルミ額縁4方　アルミ製落下防止横格子

アルミ額縁4方　上部アルミ製ブラインドBOX

引違2連窓

アルミ(JIS規格による陽極酸化塗装複合被膜)

70 透明t=6+6+透明t=5　複層ガラスサッシ

付属金物一式　可動網戸

(ＥＰＣ用枠)

1 2F 中会議室

アルミ額縁4方　上部アルミ製ブラインドBOX

70

アルミ額縁4方

アルミ(JIS規格による陽極酸化塗装複合被膜)

(ＥＰＣ用枠)

型板t=6+6+透明t=5　複層ガラスサッシ

1

70

アルミ(JIS規格による陽極酸化塗装複合被膜)

(ＥＰＣ用枠)

型板t=6+6+透明t=5　複層ガラスサッシ

1

アルミ額縁4方　外部竪見切り材 AL-1.5t曲げ加工

(ＥＰＣ用枠) (ＥＰＣ用枠)

(ＥＰＣ用枠)

70

1

型板t=6+6+透明t=5　複層ガラスサッシ

アルミ(JIS規格による陽極酸化塗装複合被膜)

下枠ステンレス

レバーハンドル錠　本締錠　DC(S付)　ドアガード　ドアアイ

1F  通用口1

アルミ(JIS規格による陽極酸化塗装複合被膜)

70

アルミ額縁4方

型板t=6+6+透明t=5　複層ガラスサッシ
1階エントランスホール
透明t=5+6+透明t=5　複層ガラスサッシ

たて辷出し窓 (ＥＰＣ用枠)

アルミ額縁4方(い通り 2,3Fは、3方)

アルミ(JIS規格による陽極酸化塗装複合被膜)

70 型板t=6+6+透明t=5　複層ガラスサッシ
1階エントランスホール
透明t=5+6+透明t=5　複層ガラスサッシ

たて辷出し窓 (ＥＰＣ用枠)

アルミ額縁4方(い通り 2,3Fは、3方)

9
1F  エントランスホール、倉庫、湯沸室、男子トイレ、女子トイレ
2F  ホール、倉庫兼書庫、湯沸室、男子トイレ、女子トイレ

1 3F 多目的トイレ

1F  女子更衣室 1F  男子更衣室

付属金物一式　可動網戸

突き出し排煙窓

付属金物一式　オペレーター　固定網戸付属金物一式　オペレーター　固定網戸

突き出し排煙窓

ランマ突き出し排煙窓付嵌め殺し9連窓

排煙突き出し窓付FIX窓+引違窓2段3連窓

オペレーター　固定網戸

付属金物一式　オペレーター　固定網戸

ランマ排煙突き出し付片開フラッシュドア

3F ホール

アルミ額縁4方 アルミ額縁3方アルミ額縁4方

アルミ額縁4方

ステンレス額縁3方

管理棟

A1=1:50

A3=1:100

建具表-1

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A041

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）
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上下レール
ガラス障子

間仕切り取り合いアルミパネル

横格子取付方立
AL2.0t曲げ加工
裏部固定補強取付

アルミ製落下防止横格子

外部竪見切り材
AL-1.5t曲げ加工

アルミ額縁のコーナー留め加工につき合理的かつ経済的な説明がある場合は、縦通しにても可

強度、排水計画その他安全に拘わる技術的要素は、

受注メーカーの責任において図面等説明資料を提出すること。
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▽ 排煙有効高さ

▽ 排煙有効高さ

▽ 排煙有効高さ
▽ 排煙有効高さ

▽ 排煙有効高さ
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内倒し排煙窓+引分けエンジンドア+FIX連段窓

1 1F  廊下

SOP塗

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

1

SOP塗

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

150

1 1F  風除室

アルミ(JIS規格による陽極酸化塗装複合被膜)

透明t=8 透明t=6 150

1 1F  風除室

アルミ(JIS規格による陽極酸化塗装複合被膜)

透明t=8 透明t=6

2F  廊下 1

SOP塗

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

3F  ホワイエ 1

SOP塗

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

3F  渡り廊下

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

100

レバーハンドル錠　ステンレス丁番　DC(S付)

100

レバーハンドル錠　ステンレス丁番　DC(S付)

1F　廊下1

1 2F　廊下

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL) 額縁3方

額縁3方

SOP塗

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

3 1～3F EPS

80 60　30

SOP塗

1～3F PS

平面ハンドル(キー付)、軸吊ヒンジ、PSクローザー(S付)

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

100

レバーハンドル錠　ステンレス丁番　DC(S付)

3F　ホワイエ1

額縁3方

片開フラッシュドア

DP塗装

DP塗装 DP塗装

くぐり戸付90度開き常時開放式防火設備くぐり戸付180度開き常時開放式防火設備

透明t=5+6+透明t=5　複層ガラスサッシ

透明t=5+6+透明t=5　複層ガラスサッシ 透明t=5+6+透明t=5　複層ガラスサッシ

ケースハンドル(ラッチ無し)　オートヒンジ　潜戸ヒンジ ケースハンドル(ラッチ無し)　オートヒンジ　潜戸ヒンジ ケースハンドル(ラッチ無し)　オートヒンジ　潜戸ヒンジ ケースハンドル(ラッチ無し)　オートヒンジ　順位調整器

衝突防止シール 衝突防止シール　アルミ額縁3方

ケースハンドル　本締り錠　ステンレス丁番　フランス落し AS

SOP塗

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

100

レバーハンドル錠　ステンレス丁番　DC(S付)

1

額縁3方

1F　車庫

SOP塗

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

100

1 2F　倉庫兼書庫

額縁4方　4方ネオプレンスポンジゴム

締りハンドル 本締り錠　ステンレス丁番　フランス落し　AS

SOP塗

60　30

平面ハンドル(キー付)、軸吊ヒンジ、フランス落し、PSクローザー(S付)

1,2F　PS2

1 1F   PS(エントランスホール)

70　30

平面ハンドル(キー付)、軸吊ヒンジ、PSクローザー(S付)

ビニルクロス貼(壁仕様合わせ)

3F PS1

70　30

平面ハンドル(キー付)、軸吊ヒンジ、PSクローザー(S付)

ビニルクロス貼(壁仕様合わせ)

70　30

平面ハンドル(キー付)、軸吊ヒンジ、PSクローザー(S付)

ビニルクロス貼(壁仕様合わせ)

26

70 透明t=6+6+透明t=5　複層ガラスサッシ

アルマ(JIS規格による陽極酸化塗装複合被膜)

付属金物一式　開き網戸

アルミ額縁4方

たて辷出し窓 (ＥＰＣ用枠)

1 2F ホール

内倒し排煙窓+引分けエンジンドア+FIX連段窓

オペレーター　固定網戸

ランマ突き出し排煙窓付片開フラッシュドア

ランマ」突き出し排煙窓付片開フラッシュドア

オペレーター　固定網戸

両開片面フラッシュドア 片開き点検口（片面フラッシュ） 片開き点検口（片面フラッシュ） 片開き点検口（片面フラッシュ）

両開き点検口（片面フラッシュ） 片開き点検口（片面フラッシュ） 片開フラッシュドア（両面フラッシュ） 両開フラッシュドア(両面フラッシュ）

付属金物一式　自動扉用錠　非常時解放システム 付属金物一式　自動扉用錠　非常時解放システム

137 160

1,2F PS(EV横)

220

両開き常時開放式特定防火設備くぐり戸付90度開き常時開放式防火設備

(遮煙性能 : S48建設省告示第2564号)

(建設省告示第1360号)

(遮煙性能 : S48建設省告示第2564号)

(建設省告示第1360号)

(遮煙性能 : S48建設省告示第2564号)

(建設省告示第1360号)

187 St-2.3曲げ加工 St-2.3曲げ加工 St-2.3曲げ加工 St-2.3曲げ加工

管理棟

A1=1:50

A3=1:100

建具表-2

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A042

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）
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上部ステンレス水切付
枠:FB-38×6　SOP塗 枠:FB-38×6　SOP塗

枠:FB-38×6　SOP塗

枠、扉下部=300
SUS-304 HL 1.5t

上部ステンレス水切付

開口角度60°

上部ステンレス水切付

開口角度60°
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(特定防火設備 : 
建設省告示第1369号)
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▽ 排煙有効高さ

▽ 排煙有効高さ



特定防火設備

105

3
0

105

155

開口枠

SOP塗

1 1F　湯沸室

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

1

100

1F　車庫

標準金物一式

100

1 1F　事務室

電動式重量シャッター 電動式防火シャッター

開口枠

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

SOP塗

2 1F　事務室　応接室

軽量鋼製親子開き扉

下枠ステンレス

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

レバーハンドル錠、ステンレス丁番、DC(S付)、フランス落し、戸当り

透明t=5

下枠ステンレス

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

1 1F　書庫

透明t=5

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

3 1F　女子更衣室　男子更衣室　倉庫

型板t=4

軽量鋼製親子開き扉 軽量鋼製片開き扉

型板t=4

ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ､ｴｱﾀﾞﾝﾊﾟｰ式自閉装置､ｽﾄｯﾊﾟｰ､振れ止め､腰ｶﾞﾗﾘ
引戸錠(大型ｻﾑﾀｰﾝ)、戸当り、引棒

1、4F　多目的トイレ2

下枠ステンレス

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ､ｴｱﾀﾞﾝﾊﾟｰ式自閉装置､ｽﾄｯﾊﾟｰ､振れ止め､腰ｶﾞﾗﾘ
シリンダー鎌錠、戸当り、引棒

2 2F　倉庫兼書庫

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL) 下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

レバーハンドル錠、ステンレス丁番、DC(S付)、フランス落し、戸当り

2 2F　小会議室　中会議室

型板t=4

軽量鋼製片引き半自動扉 軽量鋼製引分け半自動扉 軽量鋼製引分け半自動扉

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ､ｴｱﾀﾞﾝﾊﾟｰ式自閉装置､ｽﾄｯﾊﾟｰ､振れ止め､腰ｶﾞﾗﾘ
シリンダー鎌錠、戸当り、引棒

2 3F　倉庫

軽量鋼製片開き扉

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

1

レバーハンドル錠、ステンレス丁番、DC(S付)、戸当り　腰ガラリ

3F　倉庫

軽量鋼製片開き扉 軽量鋼製片開き扉 軽量鋼製片開き扉 軽量鋼製片開き扉 軽量鋼製片開き扉

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

型板t=4

レバーハンドル錠、ステンレス丁番、DC(S付)、戸当り

2 2F　中会議室　休憩室

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

型板t=4

2

レバーハンドル空錠、ステンレス丁番、DC(S付)、戸当り  腰ガラリ

1F　男子、女子洗面所

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

型板t=4

2

レバーハンドル空錠、ステンレス丁番、DC(S付)、戸当り  腰ガラリ

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

型板t=4

下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

型板t=4

2F　湯沸室1

2F　男子、女子洗面所 1 1

レドーハンドル空錠、ステンレス丁番、DC(S付)、戸当り  腰ガラリレバーハンドル空錠、スツンレス丁番、DC(S付)、戸当り  腰ガラリ

3F　男子洗面所 3F　女子洗面所

軽量鋼製両開き扉

レドーハンドル錠、ステンレス丁番、DC(S付)、戸当り  腰ガラリレバーハンドル錠、ステンレス丁番、DC(S付)、フランス落し、戸当り  腰ガラリ

2

下枠ステンレス

3F　大会議室

遮音性能 T-1タイプ軽量鋼製両開き扉

レバーハンドル　本締錠、ステンレス丁番、DC(S付)、フランス落し、戸当り

グラスウール充填　下枠ステンレス(SUS-304 2.0t HL)

枠:スチール t=1.6 SOP  扉:スチール t=0.8化粧鋼板 枠:スチール t=1.6 SOP  扉:スチール t=0.8化粧鋼板 枠:スチール t=1.6 SOP  扉:スチール t=0.8化粧鋼板

ガイドレール、マグサ、座板、スラット、BOX（ステンレス製） ガイドレール、マグサ、座板、スラット、BOX（ステンレス製）

標準金物一式

枠:スチール t=1.6 OP  扉:スチール t=0.6化粧鋼板 枠:スチール t=1.6 OP  扉:スチール t=0.6化粧鋼板 枠:スチール t=1.6 OP  扉:スチール t=0.6化粧鋼板 枠:スチール t=1.6 OP  扉:スチール t=0.6化粧鋼板 枠:スチール t=1.6 OP  扉:スチール t=0.6化粧鋼板

枠:スチール t=1.6 OP  扉:スチール t=0.6化粧鋼板 枠:スチール t=1.6 OP  扉:スチール t=0.6化粧鋼板 枠:スチール t=1.6 OP  扉:スチール t=0.6化粧鋼板 枠:スチール t=1.6 OP  扉:スチール t=0.6化粧鋼板 枠:スチール t=1.6 OP  扉:スチール t=0.6化粧鋼板

枠:スチール t=1.6 OP  扉:スチール t=1.6　OP

171 136 172　36 172　36 172　36

191.5(163.5)　40 150　　40 137　40 137　40 183　　40

137　40 171　40 136　40 136　40 136　40

201(SAT枠)　40

(遮煙性能 : S48建設省告示第2564号)

(建設省告示第1360号)

管理棟
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建具表-3

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A043

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）

下枠ステンレス 下枠ステンレス 下枠ステンレス

下枠ステンレス

下枠ステンレス

下枠ステンレス 下枠ステンレス

OPEN OPEN

下枠ステンレス 下枠ステンレス
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小口丸落し

ドアロックハンドル

操作口

緩衝材S(2ヶ所）
末広金具　134-25N

32

270800800270

107010701070107010701070107010701070

2
1
0
0

1
0
0
0

30
701033
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0
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0
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,
8
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8001,7001 2 3 4 5 6 7 8 9 10

表面材
カラー鋼板t=0.5

親子

1

85　　66

3F 大会議室 1 2F 休憩室 1 2F 休憩室

移動間仕切

2

メラミン化粧板

38

1F　女子更衣室　男子更衣室

トイレブース トイレブース 非常解錠仕様 トイレブース 非常解錠仕様 トイレブース 非常解錠仕様 トイレブース 非常解錠仕様 トイレブース 非常解錠仕様

トイレブース

38

1

メラミン化粧板

付属金物一式

1F　男子トイレ

38

1

メラミン化粧板

付属金物一式

2F　男子トイレ

38

1

メラミン化粧板

付属金物一式

2F　女子トイレ

38

1 1F　女子トイレ

メラミン化粧板

付属金物一式

38

1

メラミン化粧板

付属金物一式

3F　男子トイレ

38

1

メラミン化粧板

付属金物一式

3F　女子トイレ

非常解錠仕様

表面材:カラー鋼板t=0.5

ドアロックハンドル　小口丸落し　緩衝材S(2ヶ所）末広金具　134-25N　付属金物一式

枠:スチール t=1.6 SOP  扉:スチール t=0.8化粧鋼板枠:スチール t=1.6 SOP  扉:スチール t=0.8化粧鋼板

引手

135　36 135　36

レバーハンドル空錠

引違い戸 片開戸

管理棟

A1=1:50

A3=1:100

建具表-4

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A044

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）
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管理棟

A1=

A3=

昇降機設備図（１）

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）

標準装備仕様

及び

基本仕様

広角ミラー付操作盤

しきい間すきまレス

故障時最寄階自動着床運転

イオン発生装置

気配りアナウンス機能（非常時４ヶ国語対応）

行先階取消し機能

戸開放時間自動設定

反転時呼び一括キャンセル機能

２Ｄ多光軸（マルチビーム）ドアセフティ

照明・換気装置自動休止機能

ローラーガイド（かご、おもり）

概
略
仕
様

有　全自動形（ピット冠水時（最寄階））浸水時／冠水時

単相

三相３線

エレベーター仕様
（１台）

かご内連絡装置

耐震クラス

停電時自動着床装置

時自家発

時火災

時地震管制運転

照明

動力電源

電動機出力

ドア方式

出入口寸法（ＷｘＨ）

かご内法（ＷｘＤｘＨ）

停止ヶ所・出入口方向

操作方式

制御方式

速度

積載量（定員）

用途（形式）

号機名（台数）

乗
場
仕
様

か
ご
仕
様

　乗場点字注意銘板

　点字銘板（車いす用品を含む）

　オートアナウンス（方向・戸閉・階床・管制運転・戸開案内）

視覚障がい者対策

５、一体形ビス止め、Ｈ３００ｍｍ）.　荷摺（ステンレス製ｔ１

　光電管（２Ｄ多光軸）

　かご内鏡（ステンレス製鏡面）

　かご側面手摺（ステンレス製ユニバーサル手摺（φ３８）、２方向）

　かご内専用（主・副）操作盤

　専用乗場ボタン

車いす仕様

輪台車を使用するものとし、台車の重量を含む）4　（250kg

※フォークリフトの使用はできません。

重量物の積込みは、一回当り荷重条件以下で積込み下さい。

荷重条件積込み荷重制限

V.19.13

分類 No. 工事項目
昇降路構造

RC S

建築

設備建築 電気 昇降機

　表工　事　区　分

（低圧）

ピットコンセント容量

電話用配管・配線

インターホン用配線

２ｍｍ接地線最小サイズ

建屋側ＭＣＣＢ

最大引込み距離（ｍ）

２
）動力線サイズ（ｍｍ

最大電流

照明

動力電源設備容量

号機名

（１台１回線）

電源設備

遮煙のりばドア（Smokeproof）

（排水溝・水勾配・庇等）

他

の

そ

敷居取付後のモルタル充填工事

立柱・三方枠取付用アングルへの穴加工

（防水面から確保のこと）

（ただし、必要寸法を確保のこと）

異なる場合の是正工事

6 その他建築・電気・設備に関する工事

気

電

（放送・遠隔監視・防犯カメラ・故障信号・非常呼信号・火災信号・セキュリティ連動信号・監視盤等）

3

一次側端子への接続工事

昇降路内受電端子までの動力用電源・照明用電源・接地線の引込・立上工事及び

場

乗

6 開放廊下及び屋上等直接外気と接する乗場における雨水対策工事

路

降

昇

（オーバーヘッド高さが

を確保のこと）5天井フック又はトロリービーム設置工事（荷重に対し安全率

エレベーターを工事用として使用する場合の各種養生手配及び設置工事5

搬入用仮設開口及び搬入経路の段差解消・搬入後の復旧工事4

3

2

14

9

2

1

6

5

4

2

1

5

4

3

1

13

12

11

10

8

7

6

5

4

3

2

（昇降機工事による押しボタン・警報盤等の配線工事は除く）

昇降路内配管工事に伴う区画貫通部の耐火処理工事

三方枠・インジケータ等と壁間の塞ぎ板による隙間塞ぎ工事

三方枠・インジケータ等と壁間のモルタル又はロックウール充填工事

居室側防音及び防振工事

昇降路内受電端子までのインターホン・その他機器の配管配線工事並びに引込・立上工事

遮煙のりばドア適用時の建屋火災信号の供給

ピット内点検用コンセントの設置工事（単独回路）

エレベーター工事着手後の昇降路内への浸水防止工事、出入口先行着工時の止水工事

昇降路頂部の煙感知器設備の設置工事（外部より点検可能な点検口の設置を含む）

乗場出入口用品取付後の壁並びに床・天井等の仕上工事

エレベーター工事着工前までの各階出入口開口部の養生作業

（三方枠・バックアングル・ドア・敷居・押しボタン・インジケータ・モニター等）

乗場出入口壁穴あけ・乗場出入口用品取付材設置工事及びインサート埋め込み工事

乗場出入口の敷居取付用欠き込み・敷居受け持ち出し工事及び

℃を超える場合の換気設備工事又は空調設備工事40昇降路内温度が

昇降路内建築工事仮設床用（水平養生）の金網、デッキプレート等の撤去工事

併設されたエレベーターのピットに段差がある場合の間仕切り工事

急行ゾーンがある場合の昇降路救出口設置工事

昇降機承諾図に記載のない突出物や不要物の撤去切断等工事

ピット下を使用する場合の建築躯体処置工事

1

　オーバーヘッド：昇降機承諾図寸法に対し

昇降路の築造工事及び躯体・オーバーヘッド・ピット寸法が昇降機承諾図と

中間ビーム・セパレータビーム設置・インサート埋め込み工事

フェッシャープレート取付材設置工事（フェッシャープレート本体は昇降機工事）

以上深い場合30mm　ピット：昇降機承諾図寸法に対し浅い場合又は

ガイドレール支持用ファスナー及び立柱設置・インサート埋め込み工事

溶接レスの場合のガイドレール支持用ファスナー及び

昇降路内鉄骨材の耐火処理工事

ピット内防水工事

以上低い場合20mm

を超える場合、トロリービーム設置は必須のこと）4000mm

）ギヤレス（

方向1）１～３ＦＬ（ ヶ所３

ｍｍ２１００Ｘ

ｍｍ２３００Ｘｍｍ１５００Ｘ

Ｖ１００ Ｈｚ６０

Ｈｚ６０Ｖ２１０

　車いす仕様)ＳＰ１５－ＣＯ４５（

人）１５（

２４Ｖ同時通話インターホン

Ａ１４

有

無

有

有（Ｐ波＋Ｓ波感知器（３段検知）リスタート機能付）

２枚戸中央開き（電動式）

ｍｍ９００

Wｋ４．５ＡＣ－

ｍｍ１６００

乗合全自動方式

交流インバータ制御方式（回生無）

ｍ／ｍｉｎ４５

ｋｇ１０００

乗用

管理棟　Ｎｏ．１

遮煙 有全階

敷居 硬質アルミ製全階

ドア 鋼板製単色塗装仕上全階

三方枠 大枠・全傾斜　ステンレス製ヘアライン仕上全階

フェースプレート 平板　ステンレス製ヘアライン仕上全階

インジケータ デジタル階床表示式全階

ボタン

インジケータ

乗場 ボタン 抗菌凸矢印ボタン（ＳＩＡＡ認証）全階

敷居 硬質アルミ製

床 ビニタイル　（ｔ２）

幅木 ステンレス製ヘアライン仕上

側板 化粧鋼板

幕板 化粧鋼板

ドア 化粧鋼板

出入口柱 ステンレス製ヘアライン仕上

リターンパネル ステンレス製ヘアライン仕上

換気装置 ファン

フェースプレート 標準（広角ミラー付）　ステンレス製ヘアライン仕上

インジケータ 液晶（カラーユニバーサルデザイン認証）

操作盤 ボタン 抗菌凸文字ボタン（ＳＩＡＡ認証）

天井照明 ［ＳＴＤ－１１］アルミフレーム導光板ＬＥＤ照明

）0098999-A（

特記事項

１本×防犯カメラ用信号：５Ｃ－ＦＢ

３本×故障接点信号：φ１．２

３本×ＢＧＭ放送用信号：φ１．２

３本×火報信号　無電圧ａ接点：φ１．２

（電気工事）

国土交通省仕様

無償保守期間：１２カ月

外部インターホン：（　　　　　）に取付

フェッシァプレート

高調波対策

故障接点支給

かご上ブザー

床マット

磁石式保護マット（分割形、３面、Ｈ１８００ｍｍ）

ＢＧＭスピーカー

防犯カメラ（別途工事）［電源・昇降路内配線対応］

お知らせドアビーム

お知らせドアセンサー

機械式ドアセフティ（両側）

非常呼びボタン応答灯

非常呼びボタンカバー（ステンレス製）

イオン発生装置

）ＦＣ（

Ｎｏ．１

ｋＶＡ／台１

本１０

Ｐ１・電話線配管１９φ

×０．９φ

３．５

Ａ４０

Ｖ２１０

Ｖ１００

１７９１０２６６

１４８５．５

Ａ２５．６

ｋＶＡ１．５

ｋＶＡ５

Ｎｏ．１

適用階床 認定番号　ＣＡＳ－１０７４（２）１～３ＦＬ

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A045

令和４年５月３１日



2,715 3,000

2,620.5

32.5 2,555.5 32.5

50

379.5

間仕切り：LGS100+ZPB21ｔ+ZPB21ｔ
　　　　　　　　　　（片面２重梁）

間仕切り天端：□-100×100×3.2

屋根取り合い部：ロックウール充填
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番

単

位

管理棟

A1=1:50,1:20

A3=1:100,1:40

昇降機設備図（２）

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）

昇降路平面図（１ＦＬ）

鉄骨部材記号表　（建築工事）
部材記号 部材用途 部材サイズ

EP17 レール支持柱 H-175x175x7.5x11
EP15 レール支持柱 H-150x150x7x10
EP12 レール支持柱 H-125x125x6.5x9
EL90 三方枠取付材 L-90x90x6
EL65B バックアングル取付材 L-65x65x6
EL10S 敷居取付材 L-100x100x10
EHST9 吊元（荷重9.8kN用） t12（φ75穴付）
EB15T トロリービーム H-150x150x7x10

昇降路縦断面図

75

地中梁

223197.5

地
中

梁
地

中
梁

32
.5 40

0
36

5

（　） （　）

50
0

（建築工事）

手摺

（建築工事）

増打

（建築工事）

増打

3000

】

】

EP17【

EP15【

EP15【

EP12【

EP12【
】EL90【

（建築工事）

手摺

（Ｐ波＋Ｓ波）

132 142

60

14
2

27
47

.5
30

26
85

32
.5

33
5

22
75

75
85

52
5

か
ご

外
法

 1
65

5
10

か
ご

内
法

 1
50

0
20

70
67

7.
5

379.5 2620.5
32.5 2555.5 32.5

165 2200 190.5
233 かご外法 1650 317

かご内法 1600
1185 出入口幅 900 915

1635 1365

い

D

以
内

煙感知器詳細

昇降路頂部

（電気工事）
煙感知器

2-C
4

9.8kN吊元フック荷重：

１２
8

φ７５

６２
．５

６２
．５

１２
５

１２５

６２．５６２．５

EHST9【

Ｃ／Ｗ側

かご側ピット衝撃荷重

ピット反力

（建築工事）

床持ち出し

（建築工事）

床持ち出し

50 50RFL

（建築工事）

増打

】 EB15T【 EB15T【

】

】

】

EL10S

EL65B

EL90

EL10S【

EL65B【

EL90【

EL65B【

EL90【

EHST9【

（エレベーター工事）

フェッシァプレート付

※点検用タラップはピットに保管

ピット点検用コンセント

（電気工事）

（建築工事）

ピット内塗布防水仕上

かごの床先と壁とのすき間 25
敷居間すき間 25

10
0
10

0

51
9

トッ
プ

クリ
ア

ラン
ス

26
81

オ
ー

バ
ー

ヘ
ッド

 3
20

0
ピ

ット
 1

25
0

60
0

34
00

38
00

48
00

10
0

出
入

口
高

さ
 2

10
0

い

2FL

3FL

1FL

【

【

【

（エレベーター工事）Ｔ．Ｃ保護金網

（電気工事）ピット点検用コンセント

Ｐｙ

Ｐｘ

上記　荷重による柱及び梁のたわみは５ｍｍ以下となるよう選定下さい。

Ｐｙ最上階

Ｐｘおもり側

Ｐｙ一般階

Ｐｘおもり側

Ｐｙ最上階

Ｐｘかご側

Ｐｙ一般階

Ｐｘかご側

レール反力リスト（地震時作用荷重）

EP12【

EP12【

】

】

EP17【 】 】

】

】

】 EL90【

地震感知器

ピット部取付

】

】EB15T【

】

】

】

】

】

】

】

】

地中梁

577500

1 : 20

1 : 50

※煙感知器と天井点検口について打ち合わせの事

GL

2FL

3FL

1FLGL

BV95351+BV95381H（

NID-T-G（

FXS J001A-HU（

KUS-1C（

・パナソニック

・ニッタン

・能美防災

・ホーチキ

点検ボックスは下記エレベーター昇降路専用品として下さい。

リミットスイッチ付（エレベーター工事）

屋外の場合は、防水形点検扉とする。

とする。

外部に引き出した状態で点検可能な構造

昇降路頂部に煙感知器を設置する場合は

以上の鋼板製（電気工事）1.5mm

施錠装置付点検扉

製品の型番は、仕様変更などで変更・廃止されている場合があります

吊元フック詳細】

ス
キ

マ
50

以
上

GPL・HTB

GPL-6　HTB2-M16
GPL-9　HTB2-M16

GPL-9　HTB2-M16

EP17【

EP17【

EP17【

6
0
0

GPL-9　HTB2-M20　BPL-19×160×180　A.Bolt：2-M20　L=500
GPL-9　HTB2-M20　BPL-19×190×180　A.Bolt：2-M20　L=500

GPL-9　HTB2-M20　BPL-19×135×180　A.Bolt：2-M20　L=500

昇
降

行
程

 8
60

0
昇

降
路

全
高

 1
30

50

（W ））

）

）

）

耐火被覆無し

Ｄ

GPL-6　HTB2-M16　BPL-19×120×120　A.Bolt：1-M20　L=500

Ｎｏ．１

ｋＮ７３．５０

ｋＮ５６．００

ｋＮ８６．１０

Ｎｏ．１

ｋＮ７．３０

ｋＮ１１．００

ｋＮ３．７０

ｋＮ７．４０

ｋＮ３．７０

ｋＮ５．２０

ｋＮ２．３０

ｋＮ４．６０

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也
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A1=1:20
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昇降機設備図（３）

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）

1 : 20

昇降路平面図（３ＦＬ）

耐火被覆無し

75

10
7.

5

（建築工事）

手摺

】【】【

3000

EB15T【

【

【

】【】【

【【

107

27
47

.5
30

26
85

33
5

22
75
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5
か

ご
外

法
 1

65
5

10
20

70
67
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5

379.5 2620.5
32.5 2555.5 32.5

185 2185.5 185
213 かご外法 1650 322.5

1185 出入口幅 900 915
1635 1365

い

D

（電気工事）電源引込み（受電盤への接続）

（電気工事）配線引込み

・インターホン配線、電話線

・動力・照明、接地線

・荷重：

吊元フック （建築工事）

32
.5

EP15【 EP15【

EP12【 EP12【

107

10
7

】】

EHST9EHST9

EP17EP17 60

】

26
5以

上
必

要

】】

鉄骨部材記号表　（建築工事）
部材記号 部材用途 部材サイズ

EP17 レール支持柱 H-175x175x7.5x11
EP15 レール支持柱 H-150x150x7x10
EP12 レール支持柱 H-125x125x6.5x9
EL90 三方枠取付材 L-90x90x6
EL65B バックアングル取付材 L-65x65x6
EL10S 敷居取付材 L-100x100x10
EHST9 吊元（荷重9.8kN用） t12（φ75穴付）
EB15T トロリービーム H-150x150x7x10

1 : 20

昇降路平面図（２ＦＬ）

75

10
7.

5

（建築工事）

手摺

（建築工事）

手摺

3000

】

】

】【】【

】【

】【

EP12【

EP12【
】【】【

107 107
60

10
7

27
47

.5
30

26
85

32
.5

33
5

22
75

85
52

5
か

ご
外

法
 1

65
5

10
20

70
67

7.
5

379.5 2620.5
32.5 2555.5 32.5

185 2185.5 185
213 かご外法 1650 322.5

1185 出入口幅 900 915
1635 1365

い

D

】

】

EP12【

EP12【

EP17EP17

EP15

EP15

EL90EL90 EL90EL90

EB15T

EB15T

】】

】

】

（建築工事）

手摺

Sb30：H-300×150 ［ ］3FL+3400

Sb30：H-300×150 3F［ ］

Sb30：H-300×150

SG45：H-450×200

SG45：H-450×200
3F［ ］

Sb35：H-350×175
3FL+3400［ ］

S
b
3
0
：
H

-
3
0
0
×

1
5
0

S
b
3
0
：
H

-
3
0
0
×

1
5
0

S
b
3
0
：
H

-
3
0
0
×

1
5
0

3
F
L
+
3
4
0
0

、
3
F

［
］

S
b
3
0
：
H

-
3
0
0
×

1
5
0

】】EP12【【

3
F
L
+
3
4
0
0

、
3
F

［
］

GPL・HTB

GPL-6　HTB2-M16
GPL-9　HTB2-M16

GPL-9　HTB2-M16

GPL-9　HTB2-M20　BPL-19×160×180　A.Bolt：2-M20　L=500
GPL-9　HTB2-M20　BPL-19×190×180　A.Bolt：2-M20　L=500

GPL-9　HTB2-M20　BPL-19×135×180　A.Bolt：2-M20　L=500

GPL-6　HTB2-M16　BPL-19×120×120　A.Bolt：1-M20　L=500

制御盤

kN９．８

m３引出長さmm６５０３階ＦＬ－

mm１３５０３階ＦＬ－ m３引出長さ

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A047

令和４年５月３１日
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図
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管理棟

A1=1:20

A3=1:40

昇降機設備図（４）

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）

鉄骨部材記号表　（建築工事）
部材記号 部材用途 部材サイズ

EP17 レール支持柱 H-175x175x7.5x11
EP15 レール支持柱 H-150x150x7x10
EP12 レール支持柱 H-125x125x6.5x9
EL90 三方枠取付材 L-90x90x6
EL65B バックアングル取付材 L-65x65x6
EL10S 敷居取付材 L-100x100x10
EHST9 吊元（荷重9.8kN用） t12（φ75穴付）
EB15T トロリービーム H-150x150x7x10

GPL・HTB

GPL-6　HTB2-M16
GPL-9　HTB2-M16

GPL-9　HTB2-M16

GPL-9　HTB2-M20　BPL-19×160×180　A.Bolt：2-M20　L=500
GPL-9　HTB2-M20　BPL-19×190×180　A.Bolt：2-M20　L=500

GPL-9　HTB2-M20　BPL-19×135×180　A.Bolt：2-M20　L=500
GPL-6　HTB2-M16　BPL-19×120×120　A.Bolt：1-M20　L=500

1 : 20

出入口正面図

1-3FL▽

（建築工事）

手摺

（建築工事）

手摺

※乗場インジケータボタンと手摺の干渉に注意

乗場点字注意銘板

90
0

379.5
3000

2620.5
1185915 出入口幅 900

300

12
00

出
入

口
高

さ
 2

10
0

D
1 : 20

断面図

1 : 20

出入口壁穴明図

1 : 20

断面図

7532.5

107.5

（建築工事）

増打

シルブラケット

（エレベーター工事）

床仕上面

107.5

1FL1-3FL▽

379.5
3000

2620.5
1035765

1800
300300

25
00

壁開口幅 1200

90 105

壁
開

口
高

さ
 2

17
0

（　
）

88
0

73
5

D

▽

107.5

EL10S【

シルブラケット

（エレベーター工事）

床仕上面

107.5

【

【

【 】EL90

】EL65B

】EL90

】EL90 【

】

【EL65B】

【 EL90】

【 EL90】【 】EL90

【 EL90】

【 EL65B 】

1 : 20

断面図

▽

107.5

EL10S【

シルブラケット

（エレベーター工事）

床仕上面

107.5

】

【EL65B】

【 EL90】

【 EL90】

2FL 3FL

岡山市東区西大寺中野17-17
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(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A048

令和４年５月３１日

EL90（１階柱脚）

A.Bolt:1-M20　L=500
BPL-19×120ｘ120

無収縮モルタル30ｔ 無収縮モルタル30ｔ

GPL-9　HTB2-M16 GPL-9　HTB2-M16

3
,
8
0
0

3
,
2
0
0

4
,
8
0
0
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管理棟

A1=1:10

A3=1:20

昇降機設備図（５）

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）

1
3
0

か
ご

内
法

　
15

00

か
ご

外
法

　
16

55

2
5

出入口幅　900 350350

かご内法　160025 25

かご外法　1650

（主）専用操作盤（副）専用操作盤

平面図

最
上

階
ボ

タ
ン

 1
40

0

（主）
かご操作盤

正面図

9
0

3
0
0

8
0
0

出
入

口
高

さ
　

21
00

天
井

高
さ

（
か

ご
室

高
さ

）
　

23
00

1
0
0
0

側面図

4
0
0

1
4
2
7

527

背面図

かご室意匠図

１：１０
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ブレース：1-M16

ランナー点検口

サッシ方立

（間仕切外工事）

ドアロックハンドル

小口丸落し

緩衝材S(2ヶ所）
末広金具　134-25N

C
H

=
3
0
0
0

S
L
W

 H
=
2
9
9
7

35

30
0

10
375

.5

6140 5760

64
70

72
70

24
0

27
80

42
50

62
30

24
0

323025305900240

900 1630 1630 1600

75 3110 75

24
0

62
30

42
50

43
0

23
50

24
0

10
71

10
71

10
71

10
71

10
71

10
71

10
71

10
71

27
1

80
0

80
0

27
1

16
8

75
70

0
30

0

43
0

1320 1320

810 510 630 690

W=10805

68 62
.5

32 SLW W=10743 30

PW PW 70

7.6 7.6

80

13
54

13

35

17
15

3

一
次

下
地

：間
仕

切
外

工
事

1070105

810130

130

1051070

250

690130
86

6
760

1140

756570
10

34
10

71

32
10

70
8

23
5

10
80

5

32

107110711071107110711071107110711071

271800800271

21
00

10
00

10805

30
00

29
97

3

90
0

3010743

701034

17
3

3
15

27
.5

63

68

27
0

操作口

※　▲は操作口側を示す。

2
3

4
5

6
7

8
9

10

SLW
1

№1～5 №6～10

P=3000以下

※振れ止めLアングル

1 方立部詳細図　1/5

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

親子

表面材

カラー鋼板t=0.5

(S-　　)

展開図 S=1/50

L-65×65×6(参考)

SLW
1

3階　平面配置図 S=1/50

縦断面詳細図　S=1/3

横断面詳細図　S=1/3

振れ止め金物詳細図 S=1/50

管理棟

A1=1:60

A3=1:120

移動間仕切り詳細図
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(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A050

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）

表　面　板　色

裏　打　材

表  面  板

レール,ランナー

シ ー ル 機　構 レバー式

クロスタイプ

アルミ押出形材(A6063S-T5)

無着色アルマイト仕上

カラー鋼板：(0.5mm厚)

グラスウール充填

P V C 

標準パネル：37kg/㎡

68mm

サイドシール 形 材

充　填　材

シール 形 材

召し合わせ形材

シ ー ル ゴ ム

重   量

パ ネ ル 厚

サイドパネル：46kg/㎡

アルミ押出形材(A6063S-T5)

無着色アルマイト仕上

ル

ネ

パ

(サイドシール形材は焼付塗装仕上)

ドア付パネル：43kg/㎡

（ドア部：せっこうボード9.5mm）

せっこうボード 12.5mm　

遮音スライディングウォール

標準色

大会議室

ホワイエ

ろ

は

ＢＡ Ｃ

い

い

1
0

25 50 25

7
0

1
9
0

3
2

2
1
5

2
5

70

格納部

L-65×65×6
錆止め塗装

□-100×100×3.2
錆止め塗装

□-100×100×3.2
錆止め塗装□-100×100×3.2

錆止め塗装 L-30×30×3　@900 L-30×30×3　@450

錆止め塗装

現場溶接

H-300×150×6.5×9

PL-9現場溶接PL-9

PL-6PL-6

GPL-6GPL-6

GPL-6

HTB　2-M16HTB　2-M16

□-100×100×3.2
錆止め塗装

サイドフレーム下地
サッシ方立

（間仕切外工事）

サイドフレーム 表面材
カラー鋼板 t=0.5

裏打ち材
せっこうボードt=12.5

グラスウール

カラー鋼板t=1.2
(S-　　　) (S-　　　)

召合せ形材
無着色アルマイト仕上

召合せゴム

召合せ形材
無着色アルマイト仕上 サイドシール機構

サイドシール・アルミ押出形材
焼付塗装仕上

サイドシールゴム

カラー鋼板t=1.2
サイドフレーム

(S-　　　)

床仕上げ面

下部シールゴム（黒）

シール・アルミ押出形材
無着色アルマイト仕上

グラスウール

召合形材小口キャップ（黒）

（間仕切外工事）

吊り材P=1500以下
（間仕切外工事）

裏打ち材
せっこうボードt=12.5

カラー鋼板 t=0.5
(S-　　　)

L-50×50×4
P=900（格納部P=450）

※レール上部全てに設置願います
（間仕切外工事）

（格納部含む）

シール・アルミ押出形材
無着色アルマイト仕上

上部シールゴム（黒）   

召合形材小口キャップ（黒）

無着色アルマイト仕上
(200Aタイプ)

P=600(格納部P=300)
6mmピアスネジ(六角頭)

6.0×25

L-30×30×3
P=900（格納部P=450）

表面材

AL-2.0t曲げ加工

腰部壁位置を示す

額縁切欠き

□-100×100×3.2

□--100×100×3.2(参考)

□--100×100×3.2(参考)
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い

B A B A

いい

外　圧
　N/㎡2767

1602　N/㎡

▽1FL
▽設計GL1

▽2FL

a材 b材

b材

a材

シャッター取付下地 姿図（鉄骨工事範囲）

▽FL

10
0

48
00

26
00

22
00

6

33
8

100

365

550

465

14
35

14
0

27
00

10
0

60
0

92
0

58
0

11
0

@1000

Ｈ
＋

11
0

下
地

成

Ｈ
11

0

50

ｗ
50

280 5900 240

55
0

10
0

36
5

280 5900 240

24
0

55
0

10
0

36
5

50287.5 50 287.5

392.5
30

403.5
30

15
0

55
0

W 200200

24
0

吊アングル

天井改め口       

（建築工事） 

10

18
5

25
90

41
5

44
0

640

85

337.5 337.55225

300 600

50
0

60
0

85
600

100

手動時操作ケ　ー　ス

電動式重量ステンレスシャッター
座　　　板

ま　ぐ　さ
ガイドレール

スラット
巻取シャフト
開　閉　機

軸　受
従
駆

解放装置

手動閉鎖装置
押ボタン
定格出力

備　考
設計範囲Ａ-１耐 ステンレス1.5ｔ

障検 ステンレス
ステンレス
ステンレス

SG20
6"-35G
No.2
No.2

ハンドル式

３φ２００Ｖ
埋込ｼﾘﾝﾀﾞｰ

0.25ｋｗ 60Ｈｚ D

急降下停止装置付（35）
障害物検知装置付

（耐風形：一枚置きフック付き）
指定無

85

30

管理棟

シャッター詳細図-1

A1=1:30

A3=1:60

岡山市東区西大寺中野17-17
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(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A051

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）

振れ止め振れ止め

195 144

一次側電源 3φ200V商用電源供給

開閉機定格出力 0.25kw、定格電流 1.5A、起動電流 4.5A

一次側電源 3φ200V商用電源供給

開閉機定格出力 0.25kw、定格電流 1.5A、起動電流 4.5A

スイッチボックス

13
00

12
6

80

W

H

振れ止め

FB-4.5×50

PL-6X550X200

振れ止め

FB-4.5×50

115.5

160

19
522

0

110

70

41
5 15
0

15
0

★軸受取付板 6t-200X550

指定耐風圧力

★シャッター強度仕様 ガイドレール許容風圧力

スラット許容耐風圧力

急降下停止装置
無線信号装置受信機

13
5

概算総重量 620 kg

無線信号装置受信機
間柱:□-100×100×3.2

間柱:□-100×100×3.2

BOX受け:□-100×100×2.3

BOX受け:□-100×100×2.3

BOX受け:□-100×100×2.3

梁：H-440X300 梁：H-300X150

軸受取付板（左右）

梁：H-588X300 梁：H-588X300

柱：□-350X350柱：□-350X350

梁：H-588X300 梁：H-588X300

柱：□-350X350柱：□-350X350

□-100X100X3.2

□-100X100X3.2 □-100X100X3.2 □-100X100X3.2 □-100X100X3.2

▽FL

a,b,c材： □-100X100X3.2　 （鉄骨工事）

c材
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い

535

▽1FL

338

3353030

10

15

550

17.52537.5155

□-100X100X3.2

□-100X100X3.2

L-40x20x1.6

100

管理棟

シャッター詳細図-2

吊束

□-100X100X3.2

L-50X50X6

L-25X25X3

（通し）

岡山市東区西大寺中野17-17
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(株)坪井建築設計　川下　勝也
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一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A052

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

A1=1:3

A3=1:6

（管理棟外付属棟建設工事）

12585

44
0

ステンレス 1.5t HL

2030

10

10
0

18
5
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管理棟
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シャッター詳細図-3

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A053

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）
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管理棟

シャッター詳細図-4

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A054

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

A1=1:30

A3=1:60

（管理棟外付属棟建設工事）

一次側電源 3φ200V専用電源供給
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シャッター詳細図-5

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

N52-KA-13-A055

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

A1=1:3

A3=1:6

（管理棟外付属棟建設工事）
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シャッター詳細図-6

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

A1=1:3

A3=1:6

（管理棟外付属棟建設工事）
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A1:1/5

A3:1/10

管理棟

部分詳細図-1

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

1/5　1/3　1/10

N52-KA-13 -A057

（管理棟外付属棟建設工事）

外壁材のへこみ防止用のアルミパイプ、
六角ナット、平ワッシャーは、外壁仕上
寸法に合わせ適宜調整のこと

1,000

屋根勾配　2度

先端見切材
本体パネル t25

本体ブラケット

下部カバー

上部ブラケット
上部カバー

コーキング打

ボルト周囲シーリング

コーキング打
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コーキング打

アルミ形材庇

角ワッシャーM12×40×4.5（St)

スプリングワッシャーM12（St)
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地中梁外面

柱芯

柱
芯

地中梁外面

壁
芯
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壁
芯

壁芯

柱
芯

地中梁天

地中梁外面

設計GL

施工に当たっては、施工図を作成、係員の承認を受けて施工のこと。

施工に当たっては、施工図を作成、係員の承認を受けて施工のこと。
壁の仕上がり位置(寸法)は、押出セメント板開口補強により異なる。
施工に当たっては、施工図を作成、係員の承認を受けて施工のこと。
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地中梁

地中梁
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内水切

外壁:押出成形セメント板t=60

LGS-50

2層式ウレタンガスケット
（T10T）(通し)

ビニルクロス　
下地　石膏ボード12.5ｔ　２重張り

基礎礎柱

石膏ボードt=12.5直貼り

止水補助シート

ウェザーストリップL

モルタルコテ押エ下地
防水(平場)
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コーキング打
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止水補助シートホルダー
アンカーフ゜ラク゛（φ8）

木ねじ（5.5×56）

ドリルねじ（トラス頭4×13）

1/10

屋外階段-管理棟　床部エキスパンションジョイント詳細図
1/3

アルミ形材庇詳細図

基礎立上り詳細図(一般部)
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（管理棟外付属棟建設工事）

令和３年８月７日

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

A1=1:3

A3=1:6

部分詳細図-2

N52 -KA -13 -A05 8

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業
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施工に当たっては、施工図を作成、係員の承認を受けて施工のこと。

施工に当たっては、施工図を作成、係員の承認を受けて施工のこと。

施工に当たっては、施工図を作成、係員の承認を受けて施工のこと。施工に当たっては、施工図を作成、係員の承認を受けて施工のこと。
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41×438×t12.7

チェッカープレート
SUS-304 4.0t

SUS-304 L-40×40×5

SUS-304 FB-60×5コーキング打 コーキング打
コーキング打

SUS-304 L-95×75×9

止水用ネオプレンスポンジゴムt=3

ドア下枠 SUS-304 HL 2.0t

押出セメント板t=60

モルタルコテ押エ下地
防水(平場)

ウレタン系塗膜防水(X1工法)

ステンレス貫通ボルトM10

ブチルシール貼り
ALCt=100

LGS-65 LGS-65

押出セメント板t=60

手摺:ビニール製34φ

ビニルクロス　下地　石膏ボード12.5ｔ

ステンレス製エキスパンションジョイントカバー

止水補助シート

ウェザーストリップL

ウェザーストリップL

ステンレス製エキスパンションジョイントカバー

押出セメント板t=60
鉄骨大梁

壁用ステンレス製エキスパンションジョイントカバー

止水補助シート

下端水切:カラーガルバリウム鋼板0.6ｔ

デュアル60

シンワッシャー（5φ以上）

シーリング・バックアップ材

水上エプロン面戸

ケラバ包み:
ガルバリウム鋼板t=0.8

ケミカル面戸セット（外側用）

ケミカル面戸セット（外側用）

外装用モザイクタイル貼

屋根:カラーガルバリウム鋼板0.8ｔ　
折板108山　ハゼ　Ｒ加工　

裏張り　ガラス繊維フェルト5ｔ　

2Cs－100×50×20×2.3

C－100×50×20×2.3

L－40×40×3

SUS-304 L-125×75×6
ボルト周囲コーキング

塩ビシート防水

鋳鉄製ドレン

断熱材

外　部

渡り廊下

横断面図

縦断面図

1/3 3階　渡り廊下　エキスパンションジョイントカバー詳細図 1/3

1/3妻側上部壁詳細図

屋外階段出入口下部詳細図

3階　渡り廊下　エキスパンションジョイントカバー詳細図 1/3

1/10玄関屋根ルーフドレン詳細図

渡り廊下 ホワイエ
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屋根の上のタラップ断面図　S=1/50

屋根の上のタラップ詳細図　S＝1/3

亜鉛メッキ

亜鉛メッキ

SUS-304

SUS-304

管理棟

岡山市東区西大寺中野17-17
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(株)坪井建築設計　川下　勝也
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一級建築士登録  第326804号

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

1
5

六角ビス6ｘ25 @500

L-65x65x6

P-34.0×3.0

部分詳細図-3

N52 -KA -13 -A05 9

19φ-＠300

6
0

30 30

1
0
8

340

400

（管理棟外付属棟建設工事）

A1:1/50、1/3
A3:1/100、1/6

5
0

ハゼ用屋根上取付金具
@500

H型鋼(別途)

タイトフレ－ム

折板192ハゼ

ハゼ掴み金物

P-34.0×3.0

屋根タラップ

施工に当たっては、施工図を作成、係員の承認を受けて施工のこと。

いは ろ

３ＦＬ

ＲＦＬ

C
H
=

C
H
=

ホワイエ 大会議室

1
,
0
0
0

235

4
0

500

13,740

7,270 6,470

750 3,020 10,720

2,590 430

500 12,740

750

6
0
0

3
,
4
0
0

3
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
1
0

1
,
8
4
0

1
5
0

1
,
3
4
7

1
,
7
3
0

1
1
0

2
,
4
6
0 3
,
0
0
0

2
,
5
0
0

5
0
0

300
40

3
,
0
0
0

1
,
0
0
0

8
0
0

5
4
0

2
6
0

屋根:カラーガルバリウム鋼板0.8ｔ　
折板108山　ハゼ　Ｒ加工　　
裏張り　ガラス繊維フェルト5ｔ

軒先換気面戸

タイトフレーム

屋根タラップ詳細図
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S=1/20 S=1/10

屋根頂部へ取付

貫通ボルト　2-Ｍ12
ＦＢ-6×50

SUS304

ＦＢ-6×50
SUS304

φ13-＠600

5-φ13

Ｐ-34.0×3.0

ＦＢ-6×50＠1,200

ＦＢ-6×50＠1,200

平面図

貫通ボルト　2-Ｍ12

φ19-＠300

SUS-304

SUS-304

SUS-304

SUS-304

SUS-304

SUS-304

Ｐ-34.0×3.0

φ13-＠600

SUS-304

SUS-304

SUS-304

5-φ13
SUS-304

φ19-＠300

タラップ取付詳細図　S=1/10

落下防止金物

周囲シーリング

周囲シーリング

※漏水のないように検討のこと。

タラップ取り合い平面詳細図　S=1/10

管理棟

岡山市東区西大寺中野17-17
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(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

部分詳細図-4

※@500で調整可

@430 @430

1
5

落下防止金物：L-40x40x5（亜鉛メッキ）

1
,
6
2
5

400

150 400 150

7
0
0

700

9
0
0

3
3
0

6 0
FB-6ｘ50

貫通ボルト2-M12

L-40x40x5

400

L-40x40x5

FB-6ｘ50

ハゼ掴み金物
（必ずタイトフレームで支持すること）

止水プレート：PL-6

水切り：カラーガルバリウム鋼板0.6ｔ

カバー板金
カラーガルバリム鋼板0.6ｔ

カバー板金
カラーガルバリム鋼板0.6ｔ

捨て板金：カラーガルバリム鋼板0.6ｔ

捨て板金：カラーガルバリム鋼板0.6ｔ

4
0
0

押出成形セメント板60ｔ

FB-6×50　SUS304

（管理棟外付属棟建設工事）

N52-KA-13-A060

560

30 30

六角ビス6ｘ25

（必ずタイトフレームで支持すること）

430

1
9
2

6
0

A1:1/20、1/10
A3:1/40、1/20

330

Ａ

ハゼ用屋根上取付金具

タイトフレ－ム

H型鋼(別途)

折板192ハゼ

タイトフレ－ム

H型鋼

PS

水下

3,140

2,450 690

ホワイエ

250

830

580

4
2
0

3
,
5
3
0

1
3
0

1
5
0

200

600

2
,
0
0
0

1
,
0
0
0

180

95

280

150

屋外タラップ(2)
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シート端部シーリング

（A1）

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

S=1/3 S=1/20

1
5
0

部分詳細図-5

機械基礎詳細図屋根幕板詳細図

空調機械基礎詳細図

パネル接続部詳細図

600

6
0
0

m/m

令和4年5月31日

管理棟
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図製

図

検

図

検

図

検

図

DWNo.

N52-KA-13-A061

1-D131-D13

1-D13

D10-@200

1-D13

D10

コンクリートコテ押エ下地
ウレタン系塗膜防水(X2工法)

コンクリートコテ押エ下地
ウレタン系塗膜防水(X2工法)

施工に当たっては、施工図を作成、係員の承認を受けて施工のこと。

施工に当たっては、施工図を作成、係員の承認を受けて施工のこと。

1/3　1/20

600

175 71 200

12

4015

5155

2
0

8

1
5

600

9
0
0

2,500

6
0
0

3
,
8
0
0

5,150

6
8
0

600

2
,
5
0
0

2,200

9
0
0

2
0

8
7

6
7

機械基礎-②

機械基礎-①

機械基礎-③

機械基礎-④

水抜孔:6φ×10 @適宜

笠木・幕板:フッ素焼付塗装　
アルミ2.0ｔパネル加工

（パネル裏　結露防止発泡ウレタン吹付）

雨水吹上止めバッファ貼付け

コーキング打
バックアップ材

コーキング打
バックアップ材

コーキング打
バックアップ材

コーキング打
バックアップ材

コーキング打
バックアップ材

工場シール

工場シール硬質木片セメント板t=35

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）

1
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1
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5
0

250
1
,
3
9
5

3
5

1
,
3
3
0

3
0

1
5

1
,
3
0
0

1
5

1
3
5

9
8
5

1
5

1
5

1
5
0

110

15 75 100 37 23

1013



胴縁固定用ボルト

ストリンガー固定金具固定ボルト

ストリンガー

ストリンガー固定金具

フラットメッシュ　t=1.0

アルミリベット

2
0
0

H

P
=
17

5
P

P
95 60 100

6
6

20

ストリンガー固定ボルト

ストリンガー固定金具固定ボルト

防音ルーバーTNS-1／TNS-2

1
5

a
≦

4
0
0

l
×

n

95 60

15 a≦400 l l×n

（
20

）

ストリンガー ストリンガー固定ボルト

ストリンガー固定金具

ストリンガー固定金具固定ボルト

l×na≦400

横ずれ防止機能付取り付け金具

防音ルーバーTNS-1／TNS-2

l×n a≦400 20

W

9
5

6
0

1
0
0

2
0

防音ルーバーTNS-1 横ずれ防止機能付取り付け金具

ストリンガー固定ボルト

M10×30 ルーバーTND-1

M10×30

L-50×50×t4

L-50×50×t4

M10×30φ4.1

L-50×50×t4通し

M10×30

L-50×50×t4

胴縁

ストリンガー固定金具

L-50×50×t4通し
ストリンガー

胴縁取り付け用アングル

胴縁

胴縁固定用ボルト

胴縁

ルーバーTND-1 L-50×50×t4通し

UナットM10　平座金

M10×30

M10×30

胴縁取り付け用アングル

UナットM10　平座金

横ずれ防止機能付取り付け金具

ルーバー下地ポスト
溶融亜鉛メッキ処理

100 20

胴縁固定用ボルト

同縁取付用PL

胴縁取り付け用アングル

ルーバー下地ポスト
溶融亜鉛メッキ処理

W2

W
1

A1:1/5

A3:1/10

管理棟

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

令和４年５月３１日

部分詳細図（6）

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

A1=1:10

A3=1:20

A1=1:3

A3=1:6

N52-KA-13 -A062

（管理棟外付属棟建設工事）
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3
,
3
9
5

1,473

施工に当たっては、施工図を作成、係員の承認を受けて施工のこと。

6382,945388 240

95 215 150

1,473

250

830

580

95 180 175 380

9
8
0

3
,
8
0
5

4
2
0

3
,
3
5
4

Ａ

は

軒樋

屋根:カラーガルバリウム鋼板0.8ｔ　
折板90山　ハゼ　
裏張り　ガラス繊維フェルト5ｔ

ストリンガー:L-50×50×t4通し

ストリンガー:L-50×50×t4通し

ストリンガー固定ボルト
M10×30

外装防音ルーバー　トーンスクリーン　
標準パネル　下向きタイプ（ＴＮＳ－１）

モルタルコテ押エ下地
防水(平場)
ウレタン系塗膜防水(X1工法)

モルタルコテ押エ下地
防水(平場)
ウレタン系塗膜防水(X1工法)

チェッカーPL-4.5
溶融亜鉛メッキ処理

チェッカーPL-4.5
溶融亜鉛メッキ処理

鉄骨柱:耐火被覆：セラミック系耐火被覆材20ｔ
（１階～3階まで）

鉄骨柱:耐火被覆：セラミック系耐火被覆材20ｔ
（１階～3階まで）

ルーバー下地ポスト
溶融亜鉛メッキ処理

ルーバー下地ポスト
溶融亜鉛メッキ処理

外装防音ルーバー　トーンスクリーン　
標準パネル　下向きタイプ（ＴＮＳ－１）

外装防音ルーバー　トーンスクリーン　
標準パネル　下向きタイプ（ＴＮＳ－１）

胴縁:C型鋼

胴縁:C型鋼

胴縁:C型鋼

ルーバー下地ポスト
溶融亜鉛メッキ処理

チェッカーPL-4.5
溶融亜鉛メッキ処理

アルミ製下端水切

外装防音ルーバー　トーンスクリーン　
標準パネル　下向きタイプ（ＴＮＳ－１）

外装防音ルーバー詳細図



天井開口補強

A1:1/2
A3:1/4

A1:1/3

A3:1/6

A1:1/3

A3:1/6

天井点検口 450角
A1:1/10
A3:1/20

（備考）

討すること。

屋外の軒天井下地にあっては耐風圧強度に

応じて、部材断面及び部材の取付間隔を検

S　-25x25x6x0.7
W　-50x25x6x0.7

900以下900以下

耐風仕様下地

50

HTN

W

野縁受けと平行方向 1 （Ｘ方向）

ブレース取付金物

H

50

（Ｙ方向）2野縁受けと直行方向

200mm以下

38
19 （
25
）

(1.6)

金属成形板

天井ふところが、屋外1,000、屋内1,500を

越える場合の吊りボルト振止め補強は9φ又は

　-19x10x1.2以上@1,800とする。

特殊ない場合

360内外

300内外

450/2以下

450内外

野縁間隔

下張りの

（備考）

（ボード寸法450x900）

野縁間隔

上張りの種類

張りのある場合
ボード類で下地

標準
（ボード寸法900x1800）

一般下地 (　)は屋外25型 

野縁受

吊りボルト

水平補強
@1800

H≧
15

00
mm

 屋
内

（要所）
斜め補強

H≧
10

00
mm

 屋
外

耐震仕様下地（参考例）

コンクリ－ト直押さえ

タイルカ－ペット

コンクリ－ト直押さえ

床:長尺塩ビシート(A)t=2.5

コンクリ－ト直押さえ

フローリングt=15mm（ｸｯｼｮﾝ付）

取付状態図 S=1/20

野縁受け

野縁Ｍバー

取付チャンネル

チャンネルロック

チャンネルキャッチ

チャンネルキャッチ

取付チャンネル
スライドアングル

回転軸

断面詳細図　S=1/3

チャンネルキャッチ

スライドアングル取付チャンネル
野縁受け

野縁Ｍバー

外枠材 内枠材 化粧板Ｍ（SUS）

鍵

解錠

鍵付正面詳細図　S=1/3

施錠

W

W S (S)

b

a 天井直付け

天吊

64

仕上材切断寸法　□L1
2.8 2.7

2

管理棟

A1=1:50

A3=1:100

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也
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一級建築士登録  第326804号

令和４年５月３１日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

部分詳細図-7

N52-KA-13 -A063

（管理棟外付属棟建設工事）

床:タイルカーペット　断面詳細図 1/51/5床:長尺塩ビシート(A)t=2.5　断面詳細図 フローリングt=15mm（ｸｯｼｮﾝ付）　断面詳細図
1/5

1/3
天井点検口　詳細図 天井点検口（鍵付きタイプ）

1
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1
0

a

b
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(600□)

12.5 12.5

1 1
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65 2511 25

137

46 4645

6
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11 65 11

10 10

46 30 36

112

1
5

2
56
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Ｄ

Ａ

Ｌ

Ｂ

Ｗ

ＷＬ

Ｃ

Ｗ
ＦＬ

Ｅ

Ｗ

Ｌ

Ｌ

Ｗ

Ｌ

Ｗ

C-38x12x1.2
吊りﾎﾞﾙﾄ9φ900野縁受

野縁S 25x19x0.5

W 50x19x0.5

(25)

(25)
L-30x30x3

特殊ﾊﾝｶﾞｰ

吊りﾎﾞﾙﾄ9φ

野縁受 天井仕上材

φ1/4x20

耐風圧型野縁

野縁受同材

ﾋﾞｽﾊﾝｶﾞｰ

ﾋﾞｽｸﾘｯﾌﾟ

ﾋﾞｽﾊﾝｶﾞｰ

野縁受
壁ｽﾗｲﾄﾞ金物

ﾌﾞﾚｰｽ材

ﾌﾞﾚｰｽ取付金物

ﾌﾞﾚｰｽ材

壁ｽﾗｲﾄﾞ金物

SW S

(下地張り石こうﾎﾞｰﾄﾞ　t12.5)

(備考)1.仕上げは別図による｡

様等)t9.5とし､内装制限で不燃制限で

不燃の場合は不燃石こうﾎﾞｰﾄﾞとする｡

2.特記なき限り化粧石こうﾎﾞｰﾄﾞ(虫喰い模 (備考)1.仕上げ･寸法は別図による｡

岩綿吸音板　t9.0

10 100

1
6

ｸﾛｽ貼りﾎﾞｰﾄﾞ張り

(備考)1.仕上げ･仕様は別図による｡

2.不燃石こうﾎﾞｰﾄﾞに使用するｸﾛｽは

無機質(1級)とすること｡

･硬質発泡ｳﾚﾀﾝ裏打品とする｡

･廻縁については専用廻縁とし､

　表面処理も同じとする｡

■　耐荷重が使用者にわかる様
　　ﾚ-ﾙﾊﾝｶﾞ-にﾗﾍﾞﾙにて明記する事｡

注意事項

ﾌﾞﾗｹｯﾄ(既製品)
ｽﾁｰﾙ@300

荒川技術工業㈱MC16同等

移動ﾌｯｸ･A同等　1本/m
(荷重30Kg用)

額吊り
天井見切縁兼用　ﾎﾜｲﾄ色

(荷重20Kg用)
ﾊﾝｶﾞｰ･A同等　1本/m

(10~12)

T型
見切り縁　ﾌｸﾋﾞCFP-9(一般壁紙)
　　　　　ﾌｸﾋﾞV-9N(ﾛｯｸｳｰﾙ)　　

ﾛｯｸｳｰﾙﾍﾟﾝｷ･壁紙

ﾛｯｸｳｰﾙ側見切り無し
T型
見切り縁　ﾌｸﾋﾞCFP-9

10

ｺ型

見切り縁　ﾌｸﾋﾞFC-9S
(居室便所壁紙･化粧石膏)　　

ｱﾙﾐ既製品

ｱﾙﾐ既製品

器具の取付は各々設備（電気、機械）工事とする。　但し、天井改め口は建築工事とする
補強野縁は野縁と同材とする

開口補強は建築工事とする

その他の補強野縁受、取付用補強材は野縁受と同材とする

吊ボルト

野縁受

野縁

取付用補強材

補強野縁　

補強野縁受

補強野縁受　
補強野縁　

野縁を切断する場合

野縁を切断しない場合

野縁

野縁受
補強野縁　

補強野縁　

野縁　

照明器具及び吊ボルト（電気工事）

照明器具及び吊ボルト（電気工事）

野縁
野縁受

Ａ断面

Ｃ断面

Ｂ断面

野縁

Ｅ断面

Ｄ断面

Ｆ断面

野縁受

取付用補強材　

取付用補強材　

補強野縁

補強野縁

野縁受

野縁受
野縁

天井改め口

天井改め口

天井改め口の場合

額縁タイプ　鍵付

天井下地　　LGS下地

1/20 1/20

1/20 1/20化粧石こうﾎﾞｰﾄﾞ張り

ｸﾛｽ貼り ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ

岩綿吸音板張り 天井見切り縁(硬質塩ﾋﾞ製)

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

1/5 ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ 1/6 鋼製ドア基本納まり 鋼製ドア基本納まり

ボード2重張りの場合 ボード単板張りの場合
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誘導ブロックの種類

・棒状ブロック ・点状ブロック
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32R
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許容差 縦及び横 厚さ

±2 ±3

室内用として用いる場合は突起

の高さを低く(5㎜程度）し、つ

まずかないように配慮する。
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点字タイル
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・鋲（ステンレス、真鍮等）
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ビニルクロス　下地石膏ボード12.5ｔ

根太45ｘ45＠455

根太45ｘ45＠455

3
0
0

C L

丸柱

丸柱巾木詳細図 1/5

巾木：SUS304HL　1.5t（4分割） □-15ｘ15ｘ2.0

シーリング15ｘ10

シーリング15ｘ10

（管理棟外付属棟建設工事）

令和３年８月７日

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

管理棟

A1=1:3

A3=1:6

部分詳細図-8

N52-KA-13 -A064

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

Ｗ

Ｗ

自動扉の場合開き扉の場合階段の場合

Ｌ字路

＋字路

点状

線状 Ｔ字路

視覚障害者用誘導詳細図
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天井用

押入

中棚

枕棚

C-60×30×10×2.3

LGS-65

St-2.3

AL-2.0t曲げ加工

St-2.3

AL-2.0t曲げ加工

面一タイプアルミサッシ　突出し窓
(JIS規格による
陽極酸化塗装複合被膜)

面一タイプアルミサッシ　FIX
(JIS規格による
陽極酸化塗装複合被膜)

ステンレス製エキスパンションジョイントカバー

内部：ポリ合板貼

造り付棚

引出：ポリ合板貼

扉：ポリ合板貼

棚：ポリ合板貼

天板:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt30

アルミダボレール

アルミダボレール

天板:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt30

天板SUS-304 HL 1.5t曲げ加工

電動式防火シャッター

外装用モザイクタイル　
下地:押出成形セメント板

ポリ合板ﾌﾗｯｼｭt20

ネダフォーム
和室用130同等品

石膏ボードt=12.5+12.5表し

ラワン合板t=12

雑巾摺:米栂10×10

ラワン合板t=5.5

ラワン合板t=5.5米松45×90

米松45×90

枠:スチール t=1.6 SOP  
扉:スチール t=0.8化粧鋼板

石膏ボードt=12.5+12.5表し

アルミレール　鍵付き
戸車：ジュラコン　φ２５ 

障子：ポリ合板貼

LGS-100

強化石膏ボード21ｔ　２重張り

強化石膏ボード21ｔ　２重張り

石膏ボードt=9.5表し

ステンレス額縁3方

外装用モザイクタイル　
下地ケイカル板t=10

□-100×100×2.3

St-2.3

コーキング打

防煙垂壁H=700

レベル調性材(砂)

アルミ型材

スチール1.6t　曲げ加工
SOP塗

線入り透明ガラス 6.8t

小会議室 中会議室

外　部 外　部

女子更衣室 男子更衣室

渡り廊下 ホワイエ

横断面図横断面図 縦断面図

1/3 AW-6A 左端部詳細図 1/3 3階　渡り廊下　上部エキスパンションジョイントカバー・幕板詳細図AW-9 方立詳細図

1階事務室 造り付棚詳細図 1階事務室 受付カウンター詳細図 2階休憩室押入詳細図1/20 1/20

1/202階防煙垂れ壁詳細図

1/5

1/20
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ガラス

内部

二段タイプ　ガラス

内
部

廊下・バルコニー用手すり　シェード／シェードＧＲ同等　持ち出し納まり　姿図・たて横断面

吹
抜

吹抜

PL-9 SOP

幕板:フッ素焼付塗装　
アルミ2.0ｔパネル加工

St-2.3

スチール補強仕様

支柱バリエーション

笠木バリエーション

管理棟

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

令和４年５月３１日

A1=1:3

A3=1:6

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

部分詳細図（9）

N 5 2 - K A - 1 3 - A 0 6 5

（管理棟外付属棟建設工事）
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開口補強材 

ガスケット（T10T）

Zクリップ  

開口補強材 

重量受けアングル 

ニューカバーライト 

2層式ウレタン

水切無し

(気密パッキン付)(NVナット)
高耐力角ナット

端部のみシーリング材充填

水切有り

端部のみシーリング材充填

水抜きパイプ

透水材

シーリング

シーリング

ＲＷ等充填

その他はＲＷ等充填 その他はＲＷ等充填

窓上用内水切

開口補強材 開口補強材 

シーリング

透水材

ＲＷ等充填

シーリング材

A1:1/5

A3:1/10
A1:1/20
A3:1/40

A1:1/10
A1:1/20

A1:1/10

A3:1/20

寸切ボルト（St）

M8×60

裏板補強

St-0.8以上（通し）

H=150

Vエンド

ブラケット

笠木φ34

Vエンド笠木φ34

笠木φ34

裏板補強St-0.8以上（通し）H=150

▼１ＦＬ

令和３年８月７日

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

管理棟

A1=1:3

A3=1:6

部分詳細図-10

N 5 2 - K A - 1 3 - A 0 6 6

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

（管理棟外付属棟建設工事）
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鉄筋不可　
乾式用アンカーを用いること

2重シール(バックアップ共)

面一タイプアルミサッシ
(JIS規格による

陽極酸化塗装複合被膜)

外装用モザイクタイル貼　
下地　押出し成形セメント板60ｔ

窓上用内水切

2重シール(バックアップ共)
ステンレス製水抜きパイプ　6φ

鉄筋不可　

面一タイプアルミサッシ
(JIS規格による
陽極酸化塗装複合被膜)

2重シール(バックアップ共)

アルミ額縁

乾式用アンカーを用いること

アルミ額縁

鉄筋不可　
乾式用アンカーを用いること

ビニルクロス　
下地　石膏ボード12.5ｔ　２重張り

ビニルクロス　
下地　石膏ボード12.5ｔ　２重張り

ビニルクロス　
下地　石膏ボード12.5ｔ　２重張り

ビニルクロス　
下地　石膏ボード12.5ｔ　２重張り

ビニルクロス　
下地　石膏ボード12.5ｔ　２重張り

ビニルクロス　
下地　石膏ボード12.5ｔ　２重張り

(
1
2
0
0
)

(
7
7
4
)

10
60

10
10

6
0

1
01
0

4
0

4
0

6
0
1
6

1
4
0

1
0
0

6
0

3
0
0

1
2
0

1
8
0

7
0

1
1
0

16
15

60

※　＠1000以内 150

27

5
5 3
8

3
4

150

5
2

41.8

※　＠1000以内

1
0

1
0

2
0
0

55

34

8
4

2
5

9

9
1
0
9

100

60

6
7
4

3
5
0

1
,
1
0
0

6
5
0

4
9
2

1
,
1
7
0

1
0
0

390

1
0
0

1
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0

ワイヤメッシュ6φ100×100

ビニル床シート2.0ｔ　
下地モルタル金コテ

ノンスリップ(ゴム入りSUS)

ビニル床シート2.0貼り

D13D13

手摺支柱：スチール
FB-16×60@900内外

手摺子 ：スチールRB-16φ 
@100 SOP塗

横ツナギ：スチール16×44 SOP塗

ブラケットベース：スチール
15×45 SOP塗

笠木：FB-12×50　SOP塗

手摺：ビニール製34型

ブラケットベース：スチール
15×45 SOP塗

手摺：ビニール製34型

手摺支柱：スチール
FB-16×60@900内外

手摺子 ：スチールRB-16φ 
@100 SOP塗

手摺：ビニール製34型

横ツナギ：スチール16×44 SOP塗

（前入れ後出し）
ステンレス製既製品
W390　H650　D300

田島メタルワーク㈱
MX-102同等

ポストぐち

文書収受箱

外装用モザイクタイル貼り
下地:押出成形セメント板　

外
部

外部

内部

AW-9 方立詳細図

※窓上用水切は、必須　施工図を作成の上詳細寸法を決定の上製作のこと。

1/3 ホール・階段室手摺詳細図

3階ホール・ホワイエ手摺詳細図 ポスト詳細図

階段詳細図 1：10

Ｈ

Ｗ

番

号

品

名

材

質

数

量

摘

要

DWNo.

工

事

名

計

設

検

図

名

称

検

図

検

図

製

図

尺

度

完

成

図

番

単

位



令和３年８月７日

岡山市東区西大寺中野17-17

TEL086-943-8207

(株)坪井建築設計　川下　勝也

事務所登録 　　 第 12913号

一級建築士登録  第326804号

管理棟

N 5 2 - K A - 1 3 - A 0 6 7

部分詳細図-11

A1=1:3

A3=1:6

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

20

20

（管理棟外付属棟建設工事）

1階　廊下

1階　廊下

1階　エントランスホール

1階　エントランスホール
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外装用モザイクタイル貼

モルタルトロ詰め

SUS-304 HL 2.0t
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合成デッキスラブ

3)杭設計耐力表　※杭仕様・本数については、設計図による

長期 短期 終局 短期 終局
杭符号 支持kN 支持kN 支持kN 引抜きkN 引抜きkN

基礎, 基礎梁 土　間 場所打ち杭

F.T.Pile構法

　杭先端深さは設計図による。

※JASS規定外のS値については、
　監理者と要協議

※構造体ではない部位については、
　Fd=18として温度補正のみとする

1

16

19

29

CB工法特記仕様書による

認 定 番 号

MBLT-9018 同等

MBLT-9033 同等

D'(有効梁せい)

基礎梁 基礎梁リスト

(基礎・基礎梁)

※工法名称は設計図に示す。

(使用区分は設計図に示す)※RC造は、軸組図に示す。

Fc33 Fc36

圧入工法 回転貫入工法(認定工法) 18

地盤改良併用工法(認定工法) 15

-

SS400

6-2 混和材 AE減水剤 高性能AE減水剤 躯体防水材 膨張材

備  考 注1.混和剤は所定の品質を確保するためにプラントの特性に応じたもの使用する。

選択項目は 印を適用し、印が無い場合は ☆ 印を適用する。 6-3
一  般 備 考箇  所

印が複数有る場合は、共に適用する。
スランプ cm

1-1 使用材料は原則としてJIS規格品、又は大臣認定品とする。
水セメント比 ％  60以下

1-2 設計図書の優先順位は下記による。
単位水量 kg/m3 185以下

1)本特記仕様書 4)杭の構成は設計図による。
単位セメント量 kg/m3 270以上

2)設計図 5)杭頭補強

鉄筋コンクリート構造配筋標準図 鉄骨工作標準図 かご筋 スタッド溶接 杭外周溶接3)標準図
6-4 試験 (躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)

鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図  高強度せん断補強筋施工仕様書 4-5 場所打鉄筋コンクリート杭,場所打鋼管コンクリート杭
1)骨材 [ 塩分含有量 アルカリシリカ反応性 ] 行う 行わない

鉄筋コンクリート壁式標準配筋図 1)工法 アースドリル工法 拡底アースドリル工法
]2)フレッシュコンクリート [ スランプ 空気量 行う 行わない

4)仕様書 ( 公共建築協会 日本建築家協会 ) リバース工法 オールケーシング工法 ( ベノト工法 )
3)躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験 行う 行わない

5)日本建築学会標準仕様書 , JASS5 , JASS6 BH工法
4)コンクリートコア抜き取り圧縮試験 行う 行わない

各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。1-3 2)杭径,設計耐力,本数表(拡底部は施工径を示す)
5)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析) 行う 行わない

1-4 構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。 管厚mm 長期kN 短期kN 終局kN 本数 備  考杭径(拡底部)mm
6)単位水量測定 行う 行わない

第三者機関による検査・試験費用は工事費に ( 含む 含まない ) (    )
6-5 調合 (補正値は工事費に含む) (JASS 5 2015年を適用)

1-5 設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。 (    )
計画供用期間の級( )は耐久設計基準強度Fd

1-6 梁貫通位置、径、及び箇所数は ( 意匠図 構造図 設備図 )による。 (    )
短期(18) 標準(24) 長期(30) 超長期(36)

1-7 その他 (    )
調合管理強度 Fm=Max(Fc,Fd)+S S＝3～6

(    )
材齢28日の調合強度Fは下記の両式を満足するものとする。

2-1 3)孔壁測定 ( 2方向 )
構造計算ルート F≧Fm+1.73σ F≧0.85Fm+3σ方  向

行う ( 全数 % ) 行わない
ルート3X ルート1 ルート2 6-6 せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)

4)使用材料 コンクリートの仕様は設計図による。特記のない場合JASS5水中コンクリートによる。
基礎、梁側、柱、壁Y ルート1 ルート2 ルート3 スラブ下 梁  下

コンクリート Fc ( 普通ポルトランドセメント 高炉セメントB種 )
2-2 鉄筋の継手 15 ℃以上 3 日 17 日

鉄筋 D 以下 SD295A D 以上 SD345 コンクリート
構造計算ルート別による主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手の重ね長さ の材齢 5 ℃以上 5 日 25 日 28 日

D 以上 SD390 による場合
建築基準法施行令第73条(政令第73条第2項)による仕様規定 0 ℃以上 8 日 28 日

鋼管(リブ付) SKK400 SKK490
日本建築学会 JASS5(2015),鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説 圧縮試験による場合 5N/mm2 0.85Fcまたは12N/mm2 設計強度

4-6 杭打地業共通事項
日本建築学会 RC規準2010 6-7 住宅性能表示

1)[ 杭長決定用先行杭 試験掘 ] 行う ( 本) 行わない
XY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、政令第73条の仕様規定によらずJASS5(2015), 劣化等級 等級2 等級3
鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説及びRC規準2010とすることができる。 2)載荷試験 行う ( 箇所,長期設計耐力の3倍を確認する) 行わない

劣化等級2又は3を指定する場合は、鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)2-7かぶり厚さ
3)SL塗布 行う 行わない が変わる場合があるので注意すること。

山留め、根切り3-1 6-8 Fc36を超える高強度コンクリートは別記特記仕様書（JASS5等）による。

3-2 埋戻し土、盛土、残土処分 5-1 材種

埋戻し土 根切り土の中の良土 搬入良土 種 類 径 継    手 7-1 材種及び使用箇所

小梁通 し 内柱搬入良土 大梁 ﾌﾞﾚｰｽ規 格 名 称盛土 根切り土の中の良土 SD295A D 以下 重ね継手 スパイラル 工場溶接 鋼   材   名 他ダイアダイア

残土処分 場内地均し 場外搬出処分 ( 自由 指定場所 ) SD345 D 重ね継手 ガス圧接 機械継手( 級) 一般構造用圧延鋼材 SS400

SD390 D 以上 ガス圧接 機械継手( 級) 溶接構造用圧延鋼材 SM400A SM490A

4-1 基礎及びスラブ下地業 (単位mm) SD490 D 以上 ガス圧接 機械継手( 級) SN400A

※(1) :A 砕 石 溶接金網 重ね継手 建築構造用圧延鋼材 SN400B SN490B
場   所 捨てコンクリート厚さ 厚　さ

B : 割栗石 高強度せん断 1275級 P フック加工 スパイラル 工場溶接 SN400C SN490C
補強筋

独立,布 50 60 100 A B 60 100 150  785級 K 一般構造用角形鋼管 STKR400 STKR490
基 礎

ベ  タ 50 60 100 A B 60 100 150  685級 U BCR295
冷間成形角形鋼管

基 礎 梁 50 60 100 A B 60 100 150 5-2 ガス圧接部の検査(第三者機関による)外観検査全数(引張り試験の場合、施工者自主検査でもよい) BCP235 BCP325

土間スラブ 50 60 100 A B 60 100 150 抜取り検査 SHC400B SHC400C
熱間成形角形鋼管

屋内 50 60 100 A B 60 100 150 引張り試験 (JISZ3120) SHC490B SHC490C
土間

コンクリート 屋外 50 60 100 A B 60 100 150 1検査ロットにつき 3本 原則 柱・梁の径毎に3本 一般構造用炭素鋼管 STK400 STK490

注 (1)アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。 超音波探傷試験(JISZ3062) 熱間押抜き試験 一般構造用軽量形鋼 SSC400

(2)端部aは100以上とする。 1検査ロットにつき 30箇所 建築構造用圧延棒鋼 SNR400
a

不合格となった圧接部は切り取って再圧接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。 7-2 高力ボルト
4-2 設計地耐力 kN/m2 kN/m2 kN/m2 1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した圧接箇所の数量で200箇所以内

使 用 箇 所高 力 ボ ル ト の 種 類
地耐力載荷試験 行う ( 箇所,長期設計耐力の3倍を確認する) 行わない 5-3 溶接、機械式継手の検査は各々の認定方法による他日本継手協会仕様書(2017年)による。

トルシア形高力ボルト S10T 全般
4-3 地盤改良 5-4 梁貫通補強

JIS形高力ボルト F10T トルシア形が使用できない部分
無筋コンクリート地業 締固め工法 ソイルセメント杭 補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。

溶融亜鉛メッキ高力ボルト F8T 母材が亜鉛メッキされている部分
セメント系固化材撹袢 圧密排水工法 5-5 その他

超高力ボルト S14T 屋内環境
[ 載荷試験 一軸圧縮試験 ] 行う ( 箇所) 行わない 基礎梁、基礎小梁の継手及び定着は原則として ①一般 ②地反力を受ける

[ 六価クロム溶出試験 ] 行う 行わない ③上載荷重が大きい場合 とする。 7-3 普通ボルト,アンカーボルト

4-4 既製コンクリート杭、鋼管杭、その他特殊杭 大梁・小梁 端部上下筋15d 中央上下筋20d 1)材質 SS490 ( M以上)

1) 杭種 min(D',L2) 端部上下筋15d 中央上下筋20d ABR400 ABR490 ABM400 ABM490(ABMはM24以上)

使用しないPHC杭 A種 B種 C種 鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。 2)大臣認定柱脚(メーカー仕様による) 使用する
コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。

ST杭 A種 B種 C種 コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。 7-4 頭付きスタッド

SC杭 t mm 径 長 さ (mm) 使 用 箇 所

16 φPRC杭 Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種 Ⅳ種 6-1  80 100 120 150

       高炉ｾﾒﾝﾄB種 19 φ節杭 A種 B種 C種 1)セメント   普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210  80 100 120 150

22 φ鋼管杭 STK400 STK490 低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210 100 120 150

2)工法　 2)粗骨材 砂利 砕石 高炉ｽﾗｸﾞ骨材 人工軽量骨材 再生骨材 7-5 溶接材料

打撃工法 油圧ハンマー ディーゼルハンマー 最大径(mm) 20 25 40 1)アーク溶接に使用する溶接棒,ワイヤ及びフラックスは母材の種類,寸法,及び溶接条件に相応
したものを選定する。

埋込み工法 プレボーリングセメントミルク注入工法 3)躯体
2)ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。

プレボーリング拡大根固め工法(認定工法) 普通コンクリート
7-6 スカラップ形状 スカラップ工法 ノンスカラップ工法

杭周固定液 あり なし Fc18 Fc21 Fc24 Fc27 Fc30
7-7 継手

中掘拡大根固め工法(認定工法) 1種 2種 気乾単位容積質量 18.5 )軽量コンクリート(
柱 梁

回転埋設根固め工法(認定工法) LFc18 LFc21 LFc24 LFc27 LFc30 LFc
フランジ 高力ボルト 現場溶接 高力ボルト 現場溶接

4)土間コンクリート Fc (ただし柱,壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)
ウェブ 高力ボルト 現場溶接 高力ボルト 現場溶接

5)捨てコンクリート Fc

6)防水押さえコンクリート Fc LFc (気乾単位容積質量 18.5 )

7)かさ上げコンクリート Fc LFc (気乾単位容積質量 18.5 )

設計基準強度 (N/mm2 )

梁の余長 1 の採用

～ D 25

7-8 溶接手法及び管理

1)使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、専任の

溶接施工管理技術者により管理を行うこと。

2)本工事で代替タブを使用する場合は、代替タブ溶接技能者技量検定付加試験を 行う 行わない

3)AW検定(工場･現場･代替ﾀﾌﾞ)の有資格者で、係員の承認を受けた者は技量検定付加試験を免除する。

[空洞ブロック08] [空洞ブロック12] [空洞ブロック16]

国土交通省大臣認定(グレード)

H M R J

7-9 デッキプレート (単位 mm)

1)床用 高さ 板厚

2)合成スラブ用 高さ 板厚

3)型枠用 高さ 板厚 形版 タイプ

4)防錆処理 プライマー 亜鉛メッキ Z12 Z27

7-10 錆止め塗装(工場塗 2回  1回、現場タッチアップ程度とする)

1)素地調整 ケレン ブラスト

2)下塗り用塗料

適用
塗       料 種  別 標準膜厚

屋外 室内

鉛、クロムフリ-錆び止め JISK5674 1種 2種 30μm

水系さび止めペイント JASS18 M-111 30μm

変性エポキシ樹脂プライマー JASS18 M-109 1種 2種 40μm

有機ジンクリッチプライマー JISK5552 2種 15μm

構造物用さび止めペイント JISK5551 A種 30μm

3)溶融亜鉛メッキ 行う 行わない

4)常温亜鉛メッキ 行う 行わない

7-11 溶接部の検査(受入検査) 行う 行わない

1)受入検査を行う第三者検査機関は、建築主、設計者、工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。

2)第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の認定を
取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。

3)受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とし、社内検査完了後に行う。

4)外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会
「JASS6 鉄骨工事 2018 付則6. 鉄骨精度検査基準」の限界許容差による。

5)超音波探傷検査は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」2008により、合否
判定は7.2.1疲労を考慮しない溶接部のうち、引張応力が作用する溶接部の項を適用する。

6)溶接箇所数の数え方は「JASS6 鉄骨工事 2018」表10.1溶接箇所数の数え方による。

7)受入検査の抜取り方法及び抜取り率は以下による。

a)工場溶接の場合

ⅰ. 検査ロットは各節、各工区毎に溶接箇所300箇所以内で構成する。
ⅱ. 抜取り数は各ロット毎に30箇所をランダムにサンプリングする。
ⅲ. 大きさ30個のサンプル中の不適合個数が1個以下のときはロットを合格とし、4個以上のときは

ロットを不合格とする。ただし、サンプル中の不適合数が1個を超え4個未満のときは、同じ
ロットからさらに30個のサンプルを抜取検査する。総計60個のサンプルについての不適合個数
の合計が4個以下のときはロットを合格とし、5個以上のときはロットを不合格とする。

b)現場溶接の場合

ⅰ.全数検査とする。

8)検査により不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。

9)ずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人 建築研究所監修「突き合せ継手の食い違い仕口のずれの検査
・補強マニュアル」等を参考にする。

7-12 鉄骨製作工場

S

8-1 コンクリートブロック

1)種類 A種 B種 C種

2)厚さ mm 100 120 150 190

8-2 ALCパネル

1)使用箇所 床 屋根 外壁 内壁

2)厚さ mm 75(80) 100 120(125) 150 175

3)外壁取り付け構法

方  向 構     法 使 用 箇 所 備   考

縦 ロッキング構法

横 アンカー構法

8-3 押出成形セメント板

外壁取付構法及び厚さ mm

方  向 構     法 使 用 箇 所 備   考

縦 ロッキング構法

横 スライド構法

8-4 PCa板

1)床及び屋根 床 屋根

PCa板単独 厚さ mm

合成板

PCa板厚さ mm 現場打厚さ mm 合計厚さ mm 備     考

2)外壁 厚さ mm

9-1 設備関係

1)特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

2)設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

3)床スラブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を５ｃｍ以上とする。

4)建築基準法施工令１２９条の２の３に関する法適合の確認は構造設計一級建築士により行った。
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§1 一般事項

§2 構造計算ルート

§3 仮設工事,土工事

§5 鉄筋工事

§7 鉄骨工事

§4 地業工事

§6 コンクリート工事

§8 コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事

§9 設備関係

☆

☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆ ☆

☆ ☆ ☆

☆

☆

☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆

☆

☆

☆ ☆ ☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆ ☆

☆ ☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆ ☆ ☆ ☆

☆

☆

☆

0616コンサル指摘＿採用工法に〇マーク追加

0616コンサル指摘＿搬入良土は不採用

0616コンサル指摘＿Mグレードを採用

0616コンサル指摘＿ECP版を使用している
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2.　継手プレート及び高力ボルトはリストによる。

1.　GPL、RPLは材種、板厚とも小梁のWPLと同等以上とする。

2.　a3は原則として梁成の2/3以上確保すること。

1.　フランジPL面もしくはウェブPL面で、段差1mmを超える場合は、フィラーPLを入れて調整すること。
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GC・・・はガスシールドアーク溶接・セルフシールドアーク溶接の記号を示す。MC・・・はアーク手溶接
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軽量形鋼等溶接 W9丸鋼等溶接 W8

t11 × a3 × L2

2PL-　　　　　

t22 × a2 × L1

4PL-　　　　　

t21 × a1 × L1

2PL-　　　　　H- A × B × t1 × t2

加工工程中及び現場建方後においてもアークストライク、ショートビートをしてはならない。

アーク手溶接

寸　　　　　法
適用板厚形　　　　状記　　号

GC-BI-1B

MC-BI-1B
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機械加工+ガス切りタイプ
4)　開先形状

・完全溶込み溶接部以外のスカラップはr=25程度とする。
　なお複合円は滑らかに仕上げること。
　ように加工する。r1は35程度、r2は10以上とする。
・スカラップの円弧の曲線は、フランジに滑らかに接する

r2r1r2r1

ｂ）ノンスカラップ工法

ａ）スカラップ工法

3)　開先加工　（下図は参考とする。)

1パス長さ＝40～60mm程度とする
隅肉溶接S=4～6mm

5～10mm5～10mm

分割形裏当て金通し形裏当て金

エンドタブ、裏当て金の組立て溶接は右図による。
溶接技量付加試験に合格した溶接工によること。
10mmはなして切断する。代替タブを採用する場合は
エンドタブを切断する場合溶接終了後母材より5～

両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。
2)　エンドタブ

1)　板厚の異なる場合

クレーンガーターの場合は、全て2.5倍以上の勾配をとる。

断続隅肉溶接の長さL
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　最小縁端距離の規定にかかわらず用いることができる。

**印の欄のg及び最大軸径の値は強度上支障がないとき

 *B＝300は千鳥打ちとする。
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形鋼のゲージ
3-3

ピッチ

3-2
高力ボルトの

4.亜鉛メッキボルトの場合は、すべてF8Tとする。
　けは１次締付け後、マーキングを入れてから本締めをする。
　に赤さびを自然発生させる。ただし、ショットブラスト等を行った場合はこの限りでない。締付
3.ボルトの接合面の処理は、締め付け摩擦面を平グラインダー掛け等を行い、黒皮を除去して一様
2.本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの兼用はしてはならない。
1.特記以外はすべてS10T（トルシア形高力ボルト、上図）又はF10Tとする。

高力ボルト
3-1 ボルトの長さ

・W1～W9－－－－溶接記号（§4参照）
・TB　－－－－－ターンバックル
・RPL －－－－－リブプレート
・GPL －－－－－ガセットプレート
・FB　－－－－－フラットバー
・CHPL－－－－－チェッカーフ゜レート
・BH　－－－－－－組立てＨ形鋼

・WPL －－－－－ウェブプレート
・SPL －－－－－スプライスプレート
・HTB －－－－－高力ボルト
・FPL －－－－－フランジプレート
・DFPL－－－－－ダイアフラム
・BPL －－－－－ベースプレート
・AB  －－－－－アンカーボルト

4)　本標準図に示す単位は特記なき限りすべてmmとする。
3)　製作精度等に関しては、JASS6の付則6「鉄骨精度検査基準」による。
　　構造特記仕様 1.一般事項(3)に指定した共通仕様書および標準仕様書による。
2)　設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。また本標準図に明記なき場合は、
1)　使用材料、工法等は構造特記仕様書による。
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1-1
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(　)内はボルトが応力方向に３本以上並ばない場合を示す。
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鉄　骨　工　作　標　準　図　（１）

※継手仕様は、ＳＣＳＳ－Ｈ９７による

ボルト

長さLは35以上かつ薄い方の板厚の2倍以上とする。

W1

W1

裏当て

裏はつり

裏はつり

裏当て

W1

W2,W3 or W4

W1

W1
W1
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ロ
§９　その他6-6 PL-6かつt/2以上鉄　骨　工　作　標　準　図　（２） 直交梁

そ　の　他
PL-d Ａタイプ　(φ≦0.1H) Ｂタイプ　(0.1H＜φ≦0.2H)

2φかつ100+φ9-1§６　柱梁接合部及び継手
貫 通 補 強1

50
以

上
が

望
ま

し
い

φφGPL-t
6-1

H 3φイ H開先形状は勾 配 屋 根
設計図書によるTf 3φ以上

PL-e

腰折れ柱PL-e PL厚さはWPL厚さの0.5以上(片面)

PL-d
ロＨ形鋼の弱軸にブレースが取付く場合イ

イ Ｃタイプ　(0.2H＜φ≦0.28H) Ｄタイプ　(0.28H＜φ≦0.4H)PL-b 7
5以

上

2φかつ100+φ 2φかつ100+φ柱がＨ形鋼の場合 柱が角形鋼管の場合

直交梁 1.5t0
1)　パネルゾーンのPLの厚さ

PL-b PL-c
3φ

H H1.　PL-a（鉛直スチフナ） 上下柱のFPLの厚い方より1サイズUP以上 t0柱FPL
2.　PL-b（水平スチフナ） 仕口部に集結する梁の最大FPLより1サイズUP以上

cTf 3.　PL-c（通しダイアフラム） 仕口部に集結する梁の最大FPLより2サイズUP以上かつ柱のFPL以上
4.　PL-d（内ダイアフラム） 仕口部に集結する梁の最大FPLより2サイズUP以上 PL厚さはWPL厚さと同厚さ以上(両面)PL厚さはWPL厚さの0.5以上(両面)イ

又は同厚さ以上(片面)6-2 5.　PL-e（折れ曲がり部） 梁(柱)のFPLより1サイズUP以上
梁　通　し

ｄ　柱径が異なる場合 2)　出寸法 Ｅタイプ　(0.4H＜φ≦0.5H) Ｆタイプ
イ　25mmかつcTf以上PL-a 既製品(評定品)を用いた場合≒30
ロ　cTf≦25の場合　25
　　cTf≧28の場合　30 ハイリング、フリードーナツ

OSリング等 使用可2PL(設計図による)φ φ
3)　注記

H
cTf cTf 1.　ダイアフラムの材質は特記仕様書による。特記なき場合は、接続する柱及び梁の１ランク梁現場継手位置 45°以上

　　上質とする。また接続する柱及び梁の強度及び材質の異なる場合は、強度は大きい方に同
2400以下を原則とする

　　じとし、材質は上の方の１ランク上質とする。
継手

2.　ｄ（6-2項)上下階で柱径が異なる場合の板厚は上下階の厚い方、材質は上下階柱と同質以 1.　特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径(φ)は H/4▽
ｂ ｂ 　　上とし、折り曲げ加工又は溶接加工とする。 　　0.5H以下とし、そのピッチは3.0φ以上とする。10 H

ロ 梁FPL6-3 3.　ハンチ部で、FPLを折り曲げる場合は、R≧10Tfとし補強プレートを入れる。ただし、勾配 　　(これを満足できない場合は設計者の指示による。)通しダイアフラム
H/4仕口と継手 　　のゆるい場合(1/6程度)は不要。 2.　貫通孔を設ける範囲は右図の　　　部分を原則とTfTd

4.　ダイアフラムと梁フランジの溶接部は、梁フランジはダイアフラムの厚みの内部で溶接す 　　する。PL-C 直交梁 L
　　ること。(告示1464） 3.　貫通孔が多くある場合はWPLを厚くした(WPL+補強PL)WPL

PL-a 5.　現場溶接を行う場合は工事監理者の承諾を得、養生に十分配慮して行うこと。 　　BHとする。補強プレート

デッキプレート受け FB-65×9
焼抜きせん溶接　@≒300 50以上1

50
以

上
が

望
ま

し
い

9-2継手リストによる
50以上 部分溶込み溶接デッキ

梁FPL PL-c30以上 通しダイアフラム Hプレート
PL-c

30以上 §７　柱　脚
cTfイ

ロ
7-1 Ａタイプ（主柱） Ｂタイプ（間柱等二次部材）

・合成スラブの場合はメーカー仕様による。一 般 柱 脚
25

余長はネジ山3以上
すべて座金付き二重ナットとするガス抜穴20Φ e eP2a2 h≧4.0d無収縮モルタル流し込み 9-3 P1 P1HTB継手

7.5d≦P1≦300スタッド

3
0～

50

3
0～

50

R(曲率半径)以上 無収縮モルタル流し込み a1柱現場継手位置 a1ジベルBPL P2≧5.0d10
PL-c 中心塗りモルタル200角 d h d

a1≧40又は200Φ以上とする t
1000前後 （Ａタイプも同じ）アンカーフレームを使用するｂ-ｂ断面 a2≧100

場合は設計図書による a2アークスタッド溶接継手リストによる D16を切断し天端をそろえる
e≧40PL-d 設

計
図

に
よ

る

設
計

図
に

よ
る

（Ａタイプも同じ）
6-4 PL-b PL-d d≦2.5t

無収縮モルタルの強度はＲＣ柱型の h,P1,P2設計図による柱　通　し
コンクリート強度以上とする

補強PLは座金を兼ねる直交梁用PL-b

ａ-ａ断面 アンカーボルトの施工に誤差がある
ａ t場合は台直しはせず右図の様に補強 9-4 Ａタイプ（標準） Ｂタイプ（軽微なRC壁の場合） Ｃタイプ（ブロック壁の場合）ａ

する。 壁筋の溶接1
50

以
上

が
望

ま
し

い

PL-b PL-d AB BPL
サイズ 0.5d 5d50 5d補強PL厚さtはBPL厚さの1/2以上かつ6以上

P=鉄筋間隔
柱溶接後切断 15
(PL-　　　）

5d通しダイアフラム 6550アークスタッド溶接§８　壁面ブレース
建方用ボルト
(　-M　　） dD13以下 FB-65×6

6-5 8-1
ｃ ｃ 高力ボルト GPL 溶　接 P現場溶接継手 ブレースG 柱FPL現場溶接継手 G 符号 部　材

径 本数 ｔ Le 脚長 ΣLGは§4-2による リスト
30°ウェブは継手リストによる

352PL-

L
e

P
P梁FPL現場溶接継手G PLe PeL

PL-b

通しダイアフラム
ウェブの継手は設計図書による

ｃ-ｃ断面PL-b 1.　GPLの最小幅Leが確保できない場合は、設計者の指示により板厚を変更する。下向き溶接とする
2.　丸鋼を使用する場合は、丸鋼、ターンバックル共JIS規格品を使用する。
3.　床面ブレースは設計図書に明記なき場合は壁面に準ずる。

柱がＨ形鋼の場合 柱が角形鋼管の場合
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注入量水

C（kg）

セメント

水セメント比
拡大比

W/C（%）

高炉セメントB種

普通ポルトランドセメント

セメント種類
水セメント比

55%（30N/mm ）

65%（22N/mm ）

40＜N20＜N≦40

65%（22N/mm ）

N≦20

本ぐい
30本毎またはその端数につき1回

20本毎またはその端数につき1回

継ぎ手のない場合

継ぎ手のある場合

1本毎

回 数

試験ぐい

く い の 種 別

Hyper-MEGA工法  特記仕様書

(スクリュー及びロッド)連結シャフト

攪拌ロッド

拡大ヘッド

スリットスクリュー

くい径：a部の寸法－b部の寸法

a：基準掘削部径

b：拡大掘削部径

くい径：a部の寸法くい径：a部の寸法

φ400-300：450
φ440-300：500
φ450-300：500
φ500-400：550
φ550-400：600
φ600-450：650
φ650-500：700
φ700-500：750
φ750-600：800
φ800-600：850
φ900-700：950
φ1000-800：1050
φ1100-900：1150
φ1200-1000：1250

φ400-300：450
φ440-300：500
φ450-300：500
φ500-400：550
φ550-400：600
φ600-450：650
φ650-500：700
φ700-500：750
φ750-600：800
φ800-600：850
φ900-700：950
φ1000-800：1050
φ1100-900：1150
φ1200-1000：1250

φ400-300：450-(450～900)
φ440-300：500-(500～1000)
φ450-300：500-(500～1000)
φ500-400：550-(550～1100)
φ550-400：600-(600～1200)
φ600-450：650-(650～1300)
φ650-500：700-(700～1400)
φ700-500：750-(750～1500)
φ750-600：800-(800～1600)
φ800-600：850-(850～1700)
φ900-700：950-(950～1900)
φ1000-800：1050-(1050～2100)
φ1100-900：1150-(1150～2300)
φ1200-1000：1250-(1250～2500)

(単位：ｍｍ）

通
常

掘
削

径
以

下

a

a
a

400～1,000

400～1,000

3,000～10,000

3,000～10,000
3,000～10,000

2,000以下

1,000～10,000

1,000～10,000

全体図

＊（　）内は、管理強度

＊普通ポルトランドセメント：比重3.15、高炉セメント：比重3.05、エコセメント：比重3.15g/cm

　　①平成13年国土交通省告示第1113号第8第1項第二号、第三号、第四号、第五号及び第六号の何れかに

１．一般事項
   １）本工事に採用する工法は「Hyper-MEGA工法」(認定番号：TACP-0530号,TACP-0531号,TACP-0532号）とする。

   ２）工事着手前に、工事概要・工程・使用するくいの明細・使用機械等を明記した施工計画書を作成し、

       元請技術者の承認を得る。

２．使用くい

３．試験ぐい
   １）試験ぐいの位置および数量は、設計図書による。地盤調査結果・敷地状況・建築物の平面計画等を考慮

       し、設計者と協議して決定する。

   ２）試験ぐいは、本工事に先立ち、設計・施工計画の妥当性を確認するために実施する。

   ３）試験ぐいは、使用予定の機械及び設備、掘削液と充填液の配合・使用量の適否、地盤構成と先端地盤

       の確認、地盤の崩壊と逸水の有無、施工能率とくいの設置精度の確認を行い、施工性を把握するもの

１) くいの構造
　　使用するくいは下記のものとする。

　　　基づきｺﾝｸﾘｰﾄの許容応力度が規定され、くい体の許容耐力が明らかな既製ｺﾝｸﾘｰﾄくい。
　　②建築基準法施工令第90条、平成12年国土交通省告示第2464号第1、第2に基づき鋼材の許容応力度が
　　　規定され、くい体の許容耐力が明らかな鋼管。
　　　

３) くい径
　　①節ぐい(拡頭節ぐい,複合節ぐいを含む)の径は、以下のものとする。

　　②ｽﾄﾚｰﾄぐい(拡頭ぐいを含む)の径は、以下のものとする。

４)くい姿図
　　使用するくいの姿図の例を示す。 

       である。

      　軸部径 φ1000～φ300
　　　　節部径 φ1200～φ440

　　　　くい径 φ300～φ1200

           　　　　 (中間径ﾀｲﾌﾟ)　　　 (節部径ﾀｲﾌﾟ) 
 　節ぐい　　　　　  拡頭節ぐい　　　　 拡頭節ぐい　　　　  ｽﾄﾚｰﾄぐい　　　　　拡頭ぐい 

が行う。ただし、後者の場合でも地盤の許容支持力については、日本コンクリート工業㈱が責任を負う。

２) くいの構成
　　節ぐい(拡頭節ぐい,複合節ぐいを含む)のみ、または節ぐいとこの上方に継いで使用するｽﾄﾚｰﾄぐい
　　(拡頭ぐいを含む)により基礎ぐいを構成する。ただし、下ぐいには必ず節ぐいを使用する。

   ３）工事の施工および管理は、日本コンクリート工業㈱もしくは日本コンクリート工業㈱が承認した施工会社

５) 最大施工深さ
　　最大施工深さは、先端地盤が砂質地盤の場合はくい施工地盤面－68.0m、先端地盤が礫質地盤の場合
　　はくい施工地盤面－68.0m、先端地盤が粘土質地盤の場合はくい施工地盤面－60.0mとする。

４．施工方法

 　本工法の標準的な施工手順（拡翼作業を伴い拡大掘削長がくい長の30%以上で先端地盤が砂質または

①施工機据え付け・くい芯ｾｯﾄ
　　掘削芯を確認しつつ、適宜、掘削液を送りながら地盤に適した速度で所定の位置まで掘削する。

②拡翼・拡大掘削
　　掘削底でｵｰｶﾞｰﾍｯﾄﾞを逆転させ、拡大羽根を開き、充填液を吐出しながら、所定の深度まで、
　拡大掘削して引き上げる。
　　

③混合撹拌
　　拡大掘削部で掘削装置を上下反復して、充填液と掘削土砂とを混合撹拌する。上下反復作業は
　3回以上これを繰り返す。

④根固め部築造・引き上げ
　　拡翼状態で所定範囲にて根固め液を注入しながら、上下反復を3回以上且つ3分以上混合攪拌し
　根固め部を築造した後、閉翼して掘削装置を引き上げる。

⑤くいの建て込み
　　鉛直性を確認しながらくいを建て込み、所定位置に定着させる。

５．掘削装置の形状および寸法

拡
大

掘
削

部
（

2m～
杭

長
の

50%）

[根
固

め
部

＝
2mか

つ
De]

a

b

 　礫質地盤の逆転拡大タイプヘッドの場合）を下図に示し、その概要を以下に記述する。

　　①　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　③　　　　　　　　　　　　④　　　　　　　　　 　　⑤

                1.セメントは、JIS規格を満足するものまたは強度発現特性等の品質が同等以上のものを用いる。

                2.練り混ぜに使用する水は、上水道水またはセメント硬化に悪影響のない水とする。

６．充填材の配合と管理
    １）材料

    ２）くい周充填液（W/C＝100%・圧縮強さ：10N/mm ）

    ３）根固め液

くい先端部に、先端支持力を確保するために拡大根固め部の体積量以上を注入し、

   ４）強度の管理

                1.1回の試験の、供試体の数は杭周充填液および根固め液を各3個とする。

                2.供試体は、(公社)土木学会「ｺﾝｸﾘｰﾄ標準示方書（規準編）」のPCｸﾞﾗｳﾄのﾌﾞﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ率

７．施工記録
    試験ぐいおよび本工事完了後、下記事項を記録した施工報告書を作成し、提出する。

                6. 充填液の材料・配合・使用量

                7. 試験ぐいまたは試験掘削の記録

                8. 本ぐい施工記録

                9. くい配置図

８. 安全・公害対策
   １）安全対策

          1. 災害の種類                         くいの施工に伴って発生する労働災害には、くい打機の転倒、接触、挟ま

                         れ、巻き込まれ、衝突、飛来落下、墜落、感電等がある。

          2. 災害の防止

                          安全活動には全面的・積極的に参加する。

                      b)  各種機械の運転責任者は、機械器具の使用前点検を行い、損傷・変形・機

                          能等不具合について修理、交換等必要な措置を講じ、その記録を残す。

                      c)  くい打機の組立・据え付け・解体は、予め定めた計画に基づき、作業指揮

                          者の指揮のもとに行う。

                      d)  現場内の作業地盤は平坦にし、軟弱地盤の場合は転倒防止のためにサンド

                          マット・敷き鉄板・地盤改良等で補強を行う。

                      e)  くい打機や機械器具等の運転は専任の者が行い、資格を要する作業は有資

                          格者が行う。

                      f)  既存の鉄道、道路、高圧架線、電灯線、通信線、建築物、地下埋設物等に

                          近接して作業を行う場合は、元請業者と打ち合わせを行い、関係者の立ち

                          会いのもとに事故防止につとめる。

                      g)  作業者または第３者の接触、挟まれ、転落落下等を防ぐための、立入禁止

                          措置や監視、誘導を行う。

                      h)  作業開始前に、作業員全員による打ち合わせを行い、作業者の配置(役割

                          分担)と作業確認を定め、元請業者への届け出を行う。

   ２）公害対策

                         本工法の施工に伴って発生する公害は、騒音、振動、粉塵、地盤沈下、

                         地下水汚染及び泥土・泥水の場外流出による汚損・土砂の飛散等がある。

                         これらが発生して、近隣環境や第３者に影響を及ぼすことのないよう

                         留意して施工する。

くい充填液は、くい体と地盤とを一体化させる目的で注入する。
くい周充填液材料の基準量(対象土1m あたり)を下表に示す。

4.充填液の圧縮強さは、材齢28日として管理する。(上記３）根固め液 参照)

                5. 施工機械の仕様

                10. 地盤調査結果

　個々の値は、管理値の85%以上の値にて管理する。

2

くい先端平均N値（N）と拡大比（ω）に応じて、水セメント比は下記を標準とする

3

             管理試験は、充填液について下表により行う。

                  及び膨張率試験方法によるﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ袋、(一社)ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟｲﾙ建設技術協会「埋込工法に用

                  いる根固め液及びくい周固定液の圧縮強度試験方法」によるﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ袋、又はこれと同

                3.圧縮試験は、JIS A 1108（ｺﾝｸﾘｰﾄの圧縮試験方法）による。

                1. 工事概要

                2. 実施工程表

                3. 使用ぐいの仕様

                4. 施工方法概要

                  等な袋を用いてｸﾞﾗｳﾄﾌﾟﾗﾝﾄより採取し、直径50mm・高さ100mm程度の円柱形に仕上げる。

2

2

2 2

2

2 2

2

2

3

3
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３．構成部材・寸法 ４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

2021年4月作成

岡部株式会社 旭化成建材株式会社
TEL03（3296）3515TEL03（3624）5336ベースパック　型

角形鋼管 （一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-17」（平成30年9月21日付）

ベースパック柱脚工法　標準図□-350×350 ～ □-550×550 用

F値295N/mm 以下

１．工法概要

２．柱

２ 設計

施工 ●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

形状（ハ） 形状（ニ）

ベースパックグラウト

約
３

０
ｍ

ｍ

注入座金
Dナット

Dナット(S)

B.PL

A.Bt

２/３　程度

BT-HT440B-SP 【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

(建築構造用高溶接性高性能５９０N/mm　鋼材)２

65

g dt

12 37

材質

70 37

D38

D41,D41H 12

SS400

SS490

M33

呼び A B (e)

Mナット

Dナット

Dナット(S)

M36

D38

D41

D38

D41

26

29

45

48

30

32

50

55

65

70

65

70

58

64

75

80

75

80

ベースプレート

アンカーボルト（Dアンカーボルト）

Mナット・Dナット

定着座金

フレームベース

PD38

記号 a

PD41 46

43

127100

96 122

20

20D38

D41,D41H

適用

< Cタイプ  > < 特Cタイプ >

(アンカーボルト8本)

< Cタイプ  >

(アンカーボルト12本)

< 特Cタイプ >

アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

注入座金

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋(6kg)に対して、計量カップで

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

で組立てを行う。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本(8本)

●本締めはグラウト材の充填前に行い、

1.0～1.1

●Dナット(S)による弛み止めは右図による。

基礎工事

アンカーボルト据付け

配筋およびコンクリート打設

建方

アンカーボルトの本締め（弛み止め）

ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との
許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

ダブルナットを標準とする。

形状・材質 配筋

●コンクリ－ト

SD345(D22,D25)

●鉄筋

普通コンクリートとし、設計

SD295(D13,D16)

立上り高さ

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

●基礎立上がり高さは5０mm以下とする。

基礎立上がり

立上り筋

フープ筋

e1

e1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

基準強度は下表に記載の値とする。

c t d

●材質
SN490B 【JIS G 3136】

アンカーボルト
適用
アンカーボルト

i) Cタイプ ii) 特Cタイプ

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

より施工管理を行うものとする。

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

□-350×350
35-16R

t≦1935-19R
35-22R

40-16R

40-19R

40-22R

45-19R

45-22R

50-19R

50-22R

55-19R
55-22R

□-350×350

□-350×350

□-400×400

□-450×450

□-500×500

□-550×550

□-400×400

□-400×400

□-450×450

□-500×500

□-550×550

t≦16

t≦22

t≦19

t≦16

t≦22

t≦19

t≦22

t≦19

t≦22

t≦19
t≦22

（ハ） 630

630
630

700

700

700

750

750

820

820

840
900

a

65

65
65

65

65

65

65

65

65

65

65
65

85

85
85

85

85

85

85

85

85

85

85
85

330

330
330

400

400

200

225

225

260

260

270
300

φ70

d

φ70
φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75
φ75

φ70

φ70

寸法(mm)

8-D38

8-D38
8-D41

8-D41

8-D41

12-D38

12-D38

12-D41

12-D41

12-D41H

12-D41H
12-D41H

立上り筋

12-D25

12-D25
16-D22

12-D25

16-D22

16-D25

16-D25

20-D25

20-D25

24-D25

24-D25
24-D25

フープ筋

D13@100

D13@100
D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100
D16@100

コンクリート柱型

BT-HT440B-SP

SN490B

材質

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

390

490

490

490

390

390

390

390
390

390

390

390

特C 特C (mm)l1 l2 l3

（ハ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

45

44
44

44

48

48

48

52

52

60

52
60

t (mm)

BT-HT440B-SP

C

C
C

C

C

C

C

C

C

C

C
C

標準フレーム 特C

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚
T(mm)

溶接
方法

ア

ク
｜

溶
接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

T

覆
被

6～

6～

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

7

9

6

7

-2,+∞
(-3,+∞)

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

-2,+1
(-2,+2)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

-2.5,+∞
(-5,+∞)

溶接
姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞
(-5,+∞)

許容差・記号+∞は制限無しを示す。

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて

※ ※

板厚(mm)
溶接方法

低水素系被覆アーク溶接

40≦t≦50

SN490B
CO ガスシールドアーク溶接

BT-HT440B-SP

鋼種

予熱なし

予熱なし

50＜t≦75

50 ℃

予熱なし

予熱なし

予熱なし

SN490B

BT-HT440B-SP

21以上

(N/mm  )

21以上
21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

24以上
24以上

  特Cタイプを選択できる。

形状は正方形とし、寸法は下表に
●形状

記載の値とする。

40-25R

45-25R

50-25R

55-25R

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

PD51

M45

D51

D51

□-400×400 t≦25

t≦25

t≦25

t≦25

□-450×450

□-500×500

□-550×550

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

710 48 70 85 200 φ75 12-D41 390

750 65 85 225 φ75 12-D41H52 490

820 φ7560 12-D51 39075 110 225

900 60 75 110 265 φ75 12-D51 390

16-D25 D13@100

24-D25 D13@100

24-D25 D16@100

32-D25 D16@100

24以上

24以上

24以上

21以上

36 70 81

60 80 92

40 80 92

58110 140 2085 4612

900

1000

910

840 380

380
380

450

450

450

500

500

570

570

590
650

590

590
590

660

660

660

710

710

780

780

800
860

250

250
250

320

320

320

370

370

440

440

460
520

450

450
450

520

520

520

570

570

640

640

660
720

180

180
190

190

190

180

180

190

190

200

200
200

750

750
800

800

800

800

800

800

800

850

850
850

870

800
800

900

950

1000

1000

870

800

840

830

910

1030

1120

1050

1100
1100

1050

1100

C

C

C

C

960
900

1000

1050

1100

450 320

500 370

510 380

590 460

800

850

950

950

190

200

230

230

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料,SS490】

単位 mm

呼び

D38

L 基準強度(N/mm )

D41

D41H

850

900

995

390

390

490

端部ねじd

M33

M36

M36

b

46

49

49

D51 3901110 M4557

(N/mm  )

910

1000

1050

1100

520

570

610

690

660

710

750

830

　配置する。

35-25R □-350×350 t≦25 650 75 85 165 φ70 12-D38 16-D25 D13@100BT-HT440B-SP 390（ニ） 48 C 21以上 380 - 250 - 180800850 -

45-28R t≦28□-450×450 （ニ）BT-HT440B-SP 770 75 110 200 φ75 12-D5160 390 24-D25 D13@100 24以上C 1000 460 330 950 230

50-28R t≦28□-500×500 （ニ）BT-HT440B-SP 820 φ7560 12-D51H 49075 110 225 32-D25 D16@100 24以上C 1140 510 380 1050 235

55-28R t≦28□-550×550 （ニ）BT-HT440B-SP 900 65 75 110 265 φ75 12-D51H 490 36-D25 D16@100 24以上C 1150 590 460 1050 235

- --

- --

- --

梁主筋

D51H 4901215 M4557

D51,D51H D51,D51H

□  下表標準柱型寸法からの変更あり

特記事項

□  下表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

配筋仕様は下表による。

採用

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

2

行い、標準許容差は下図による。
●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより

(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

※立上り筋の頂部にはフックを設けなくてよい。

※トップフープはダブルとし、柱型上端近くに

自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。
●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの
注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース
パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に

2 2 標準ﾌﾚｰﾑ 標準ﾌﾚｰﾑ

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

2

３．２

３．１ ３．３

３．４ ３．５

３．６

４．３

４．１ ４．２ ６．１

６．２

６．３

６．４

６．５

６．６

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。

  施工管理は、鉄骨製作業者に
●ベースプレート溶接部の

属する鉄骨製作管理技術者等

による。

下向き

下向き

３．７
４．４

ベースパック
記号 外径

(mm)
板厚
(mm)

柱

形状

SC301・SC303

レベルモルタル
(ベースパックグラウト)

  （コンクリートアンカー）

構成部材

柱脚の定着方法概要

角形鋼管

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）
注入枠

235

BCR295

BCP235

鋼種 採用F値(N/mm  )

STKR400

295 JBCR295

TSC295

２

１．１

 アンカーボルト1

 注入座金

 Mナット

 Dナット

 Dナット(S)

 ベースパックグラウト(グラウト材)

 定着座金

2

3

4

5

6

7

8

9

 テンプレート

 フレームポスト

 フレームベース

 ステコンアンカー

 ベースプレート

10

11

12

(注)上記         の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

(注)上記         は現場状況により仕様が異なる場合がある。

(注)アンカーボルト12本の場合はつなぎプレートが取り付く。

1 12

8 11

1

4

58

10

9

3

11

7

1

6

2

45
12

１．２

●

採用 設計基準強度

標準
ｱﾝｶｰ
ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

フレームベース フレームポスト間 最低

h寸法
J寸法

寸法 x(mm)寸法 W(mm)配筋寸法 D(mm)基準強度
本数-呼び

アンカーボルトベースプレート

a

t

d

65 65

65
65

W

W

C100

g

g

t

d

AB

(e
)

以
上

90
J

30

65

W

x 65 65x x

W

65x

150以上

90
以

上
30

a a

a

t

d

C100

W W

Ｄ

Ｄ

l1 l2 l3 l2 l1

l1
l2

l3
l2

l1

l1 l1l2 l3 l2l3

l1
l1

l2
l3

l2
l3

L

d

b

65 65

65
65

W

W

h寸
法

65

以
上

90
J

30
h寸

法

65

以
上

90
J

30
h寸

法

65

以
上

90
J

30
h寸

法

65

c

a d

t

ボルト孔
注入口

面取り

76

76

番 品 材 数 摘

号 名 質 量 要

工

事

名

名

称

尺 単検

図 度 位

検検 完

図図 成

製設 図

図計 番

【構造設計】　　一級建築士登録　　　第 238592号

株式会社トクオ　構造一級建築士登録　第 　2279号　 土生川　惠洋

A3= -

A1= -

管理棟（本体棟）

ベースパック柱脚工法設計施工標準図(1)

N52-KA-13-S007

令和4年7月1日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

(管理棟及び付属棟建設工事)



（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-17」（平成30年9月21日付）

F値235N/mm　     φ190～φ812 用

●本標準図は1/2～2/2で構成されている。ベースパック柱脚工法　標準図
設計

施工 ２
１ベースパック

円形鋼管用
円形鋼管

F値325N/mm 以下　φ190～φ812 用

１．工法概要

２．柱

３．構成部材・寸法 ４．コンクリート柱型

2021年4月作成

岡部株式会社 旭化成建材株式会社
TEL03（3296）3515TEL03（3624）5336●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

２

２

５．工場製作（溶接）

STK490
325

STKN490

レベルモルタル

（ベースパックグラウト）

レベルモルタル

（ベースパックグラウト）

（Mアンカーボルト） （Dアンカーボルト）

構成部材

円形鋼管 円形鋼管

柱脚の定着方法概要

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）
注入枠

形状（ハ） 形状（ニ）形状（イ）

●Mアンカーボルト

i) アンカーフレーム Aタイプ の場合

アンカーボルト

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

iii) アンカーフレーム Cタイプ・Dタイプ の場合

呼び

D38

L

D41

D51

850

900

1110

D41H 995

M30

呼び A B (e)

Mナット

Dナット

Dナット(S)

D38

D41

D38

D41

24

45

48

30

32

46

65

70

65

70

53

75

80

75

80

M45 36 70 81

M33 26 50 58

M36 29 55 64

D51 60 80 92

D51 40 80 92

Mナット・Dナット

注入座金

PD38

記号 a

PD41 46

43

127100

96 122

20

20D38

D41,D41H

記号

M33 35 110

適用
a1

18 34

M30PM30

PM33

3110132 18

アンカーボルト a2

45

42

PD51 58140 20D51 110

i) Mアンカーボルト用

フレームベース

c t d

c t d

形状・材質 配筋

（Mアンカーボルト4本）

アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

< Aタイプ >

（Dアンカーボルト4本）

< Dタイプ >

（Mアンカーボルト8本）

< Cタイプ >

（Dアンカーボルト8本）

< Cタイプ >

（Dアンカーボルト12本）

< Cタイプ >

ベースプレート

55

g dt

9 31

材質

70 37

M30

D41,D41H 12
SS490

定着座金

適用
アンカーボルト

65 12 37D38

85 12 46

60 9 34M33 SS400

適用
アンカーボルト

ii) Dアンカーボルト用

●Dアンカーボルト

i) Aタイプ・Cタイプ

ii) Dタイプ

235
STK400

鋼種 採用F値(N/mm  )

STKN400

BT-HT440B-SP 【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

(建築構造用高溶接性高性能５９０N/mm　鋼材)２

●材質
SN490B 【JIS G 3136】

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm 単位 mm

単位 mm

D51,D51H

D51H 1215

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

端部ねじd

M33

M36

M45

M36

M45

46

49

57

49

57

b

TMCP325B 【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料,SS490】

基準強度(N/mm )

390

390

490

390

490

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

呼び L b X

45

M33 720

M30 695D32

D35

133M30 695D32

M33 690,735D35 95,140

X

45

45

L

45

d
異形部
呼び名

呼び
d

単位 mm 単位 mm

異形部
呼び名

注1) 注1) 基準強度
(N/mm )

490

490 490

基準強度
(N/mm )

490

　表に記載の値とする。

２

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は「円形鋼管用ベースパック柱脚工法設計施工標準図2/2」(以下「標準図2/2」と記す)の

2

22

４．１ ４．２３．４３．３３．１１．１

１．２

３．７

３．２ ３．５ ３．６

形状は正方形とし、寸法は「標準図
●形状

2/2」表に記載の値とする。

●コンクリ－ト

「標準図2/2」表に記載の値とする。

普通コンクリートとし、設計基準強度は

SD345(D19,D22,D25)

●鉄筋

SD295(D13,D16)

配筋仕様は「標準図2/2」の

立上り筋

フープ筋

※トップフープはダブルとし、柱型上端近くに

　配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設けなくてよい。

梁主筋

表による。

●基礎立上がり高さは5０mm以下とする。基礎立上がり４．３

立上り高さ

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

特記事項 上記内容によらない場合は下記による。４．４

2

予熱なし

50 ℃

TMCP325B

TMCP325B

BT-HT440B-SP

SN490B

予熱なし

予熱なし

予熱なし

50 ℃

50＜t≦75

予熱なし

予熱なし

予熱なし

50 ℃

鋼種

BT-HT440B-SPCO ガスシールドアーク溶接

SN490B

40≦t≦50

低水素系被覆アーク溶接

溶接方法
板厚(mm)

32≦t＜40

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。
・記号+∞は制限無しを示す。許容差

下向き

下向き

｜

セ

フ
ル

｜
シ

ガ

シ
ス

ド
ア

ル

ク
溶
接

｜｜
ア

溶
接

ク

ド
ル

(-5,+∞)
-2.5,+∞

α1：35

α1：45

α1：35

姿勢
溶接

(-5,+∞)
-2.5,+∞

α1：45

許容差標準値

開先角度α1(°)

(-2,+2)
-2,+1

(-2,+2)
-2,+1

(-2,+2)
-2,+1

(-3,+∞)
-2,+∞

(-3,+∞)
-2,+∞

(-3,+∞)
-2,+∞

(-2,+2)
-2,+1

2

2

2

2

許容差標準値

ルート面R(mm)

(-3,+∞)
-2,+∞

7

6

9

7

許容差標準値

ルート間隔G(mm)

6～

6～

被
覆

T

接
溶

｜
ク

ア

方法
溶接

T(mm)
適用板厚

1
α

ベ－スプレ－ト

図

R

G

(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

採用

□  立上り筋に頂部フックが必要

□  「標準図2/2」表標準配筋仕様からの変更あり

□  「標準図2/2」表標準柱型寸法からの変更あり

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

■溶接方法（完全溶込み溶接)

●完全溶込み溶接とする。(JASS 6　鉄骨工事による)

■組立

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示す

予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工
　　　　　　　　及び施工管理
　　　　　　　　参照。

  （コンクリートアンカー）

 アンカーボルト1

 注入座金

 Mナット

 Dナット

 Dナット(S)

 ベースパックグラウト(グラウト材)

 定着座金

2

3

4

5

6

7

8

9

 テンプレート

 フレームポスト

 フレームベース

 ステコンアンカー

 ベースプレート

10

11

12

(注)上記         の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

(注)上記         は現場状況により仕様が異なる場合がある。

(注)アンカーボルト12本の場合はつなぎプレートが取り付く。

12

8 11

1 ～

～

1

38

10

11

7

9

3

1

6

23
12 12

7

11

10

9

3

1

6

2

45

5

4

1

8

●

a

t

d

C100

a a

a

t

d

C100
l1 l2 l3 l2 l1

l1
l2

l3
l2

l1

l1 l1l2 l3 l2l3

l1
l1

l2
l3

l2
l3

a

a

t

l1 l1

l1
l1

l2

l2

d

L

b

AB

(e
)

c

a
t

d

注入口
ボルト孔

a2

d

注入口

t
a1

c

ボルト孔

bh bh

bh
bh

W

W

bh bh

bh
bh

W

W

J
30

以
上

90
h寸

法

bhzx

W

J
30

以
上

90
h寸

法

bhzx

W

J
30

以
上

90
h寸

法

bhzx

W

J
30

以
上

90
h寸

法

zx

W

bh

J
30

以
上

90
h寸

法

bhzx

W

g

g

t

d

面取り d

76

76

d

120 X b

d

L L

120 X 50

d d

Ｄ

Ｄ

10D以上

90
以

上
30

番 品 材 数 摘

号 名 質 量 要

工

事

名

名

称

尺 単検

図 度 位

検検 完

図図 成

製設 図

図計 番

【構造設計】　　一級建築士登録　　　第 238592号

株式会社トクオ　構造一級建築士登録　第 　2279号　 土生川　惠洋

A3= -

A1= -

管理棟（本体棟）

ベースパック柱脚工法設計施工標準図(2)

N52-KA-13-S008

令和4年7月1日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

(管理棟及び付属棟建設工事)



（財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-17」（平成30年9月21日付） 岡部株式会社 旭化成建材株式会社円形鋼管
円形鋼管用

２ TEL03（3624）5336 TEL03（3296）3515●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。設計F値235N/mm　     φ190～φ812 用ベースパック ２
２ ２ ●本標準図は1/2～2/2で構成されている。F値325N/mm 以下　φ190～φ812 用 施工 2019年1月作成

ベースパック柱脚工法　標準図
６．工事場施工

７．本工法の施工及び施工管理

柱 ベースプレート アンカーボルト コンクリート柱型 フレームベース フレームポスト間 最低h寸法 J寸法
ベースパック ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ種別 採用 寸法(mm) 寸法(mm) 配筋 設計基準強度 寸法(mm) 寸法(mm)基準強度

記号 ﾀｲﾌﾟ外径(mm) 板厚(mm) 材質 形状 本数-呼び (mm) (mm)2 2a x zt l1 l2 l3 d (N/mm ) D 立上り筋 フープ筋 (N/mm ) W bh

６．１ 基礎工事 216-13V2 φ190.7,φ216.3 t≦12.7 SN490B (イ) 350 36 55 240 - φ45 4-M30 490 540 12-D16 D13@100 21以上 A 290 50 190 50 600 135

216-16V2 φ190.7,φ216.3 t≦16.0 SN490B (イ) 350 36 55 240 - φ50 4-M33 490 540 12-D19 D13@100 21以上 A 290 50 190 50 600 135
●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

-267-13V2 φ267.4 t≦12.7 SN490B (イ) 400 36 55 290 φ50 4-M33 490 590 12-D19 D13@100 21以上 A 340 50 240 50 600 135

267-16V2 φ267.4 t≦16.0 SN490B (イ) 420 40 65 290 - φ60 4-D38 390 580 12-D19 D13@100 21以上 D 324 50 184 50 800 180

318-13V2 φ300.0,φ318.5 t≦12.7 SN490B (イ) 460 40 65 330 - φ60 4-D38 390 610 12-D19 D13@100 21以上 D 364 50 224 50 800 180６．２ アンカーボルト据付け
318-16V2 φ300.0,φ318.5 t≦16.0 SN490B,TMCP325B (イ) 460 50 65 330 - φ65 4-D41 390 610 12-D19 D13@100 21以上 D 364 50 224 50 800 190

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本(8本)
318-25V2 φ300.0,φ318.5 t≦25.0 SN490B,TMCP325B (ハ) 530 50 65 85 230 φ60 8-D38 390 690 12-D22 D13@100 21以上 C 280 65 150 65 800 180

で組立てを行う。 355-13V2 φ350.0,φ355.6 t≦12.7 SN490B (ハ) 540 36 55 85 260 φ45 8-M30 490 700 16-D19 D13@100 21以上 C 310 50 210 50 600 135

355-16V2 φ350.0,φ355.6 t≦16.0 SN490B (ハ) 540 40 55 85 260 φ50 8-M33 490 710 16-D19 D13@100 21以上 C 310 50 210 50 650 135
●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

355-22V2 φ350.0,φ355.6 t≦22.0 SN490B,TMCP325B (ハ) 560 50 65 85 260 φ60 8-D38 390 720 20-D19 D13@100 21以上 C 310 65 180 65 800 180

406-13V2 φ400.0,φ406.4 t≦12.7 SN490B (ハ) 600 40 65 85 300 φ45 8-M30 490 750 16-D19 D13@100 21以上 C 350 50 250 50 600 135●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより
406-19V2 φ400.0,φ406.4 t≦19.0 SN490B,TMCP325B (ハ) 600 50 65 85 300 φ60 8-D38 390 760 16-D19 D13@100 21以上 C 350 65 220 65 800 180行い、標準許容差は下図による。
406-22V2 φ400.0,φ406.4 t≦22.0 SN490B,TMCP325B (ハ) 600 50 65 85 300 φ65 8-D41 390 760 20-D19 D13@100 21以上 C 350 65 220 65 800 190

406-25V2 φ400.0,φ406.4 t≦25.0 BT-HT440B-SP (ハ) 610 44 70 85 300 φ65 8-D41H 490 800 20-D19 D13@100 21以上 C 350 65 220 65 850 200
e1 テンプレ－ト柱心 457-13V2 φ450.0,φ457.2 t≦12.7 SN490B (ハ) 610 40 55 85 330 φ50 8-M33 490 790 20-D19 D13@100 21以上 C 380 50 280 50 650 135

柱 457-19V2 φ450.0,φ457.2 t≦19.0 SN490B,TMCP325B (ハ) 630 50 65 85 330 φ65 8-D41 390 800 20-D22 D13@100 21以上 C 380 65 250 65 800 190テンプレ－ト

中心線
材

e1 457-25V2 φ450.0,φ457.2 t≦25.0 BT-HT440B-SP (ニ) 740 48 65 120 185 φ60 12-D38 390 930 20-D22 D13@100 21以上 C 420 65 290 65 800 180F
457-36V2 φ450.0,φ457.2 t≦36.0 BT-HT440B-SP (ニ) 740 60 65 120 185 φ65 12-D41H 490 980 24-D22 D13@100 21以上 C 420 65 290 65 850 200値

図 2 508-14V2 φ500.0,φ508.0 t≦14.0 SN490B,TMCP325B (ハ) 700 50 65 85 400 φ60 8-D38 390 860 20-D19 D13@100 21以上 C 450 65 320 65 800 180
3 508-22V2 φ500.0,φ508.0 t≦22.0 BT-HT440B-SP (ハ) 700 52 65 85 400 φ65 8-D41H 490 920 24-D22 D13@100 21以上 C 450 65 320 65 850 200
5

508-32V2 φ500.0,φ508.0 t≦32.0 BT-HT440B-SP (ニ) 810 60 65 135 205 φ65 12-D41H 490 1000 24-D22 D13@100 21以上 C 460 65 330 65 850 200けがき線 用アンカ－ボルト
508-40V2 φ500.0,φ508.0 t≦40.0 BT-HT440B-SP (ニ) 830 65 75 135 205 φ75 12-D51 390 1050 28-D22 D16@100 24以上 C 470 65 340 65 950 230

558-16V2 φ550.0,φ558.8 t≦16.0 BT-HT440B-SP (ハ) 710 48 65 85 410 φ65 8-D41H 490 900 20-D22 D13@100 24以上 C 460 65 330 65 850 200e1 :柱心とテンプレ－トのけがき線との
558-28V2 φ550.0,φ558.8 t≦28.0 BT-HT440B-SP (ニ) 850 60 65 135 225 φ65 12-D41H 490 1050 24-D22 D16@100 24以上 C 500 65 370 65 850 200許容差

柱心
558-36V2 φ550.0,φ558.8 t≦36.0 BT-HT440B-SP (ニ) 870 65 75 135 225 φ75 12-D51 390 1100 28-D22 D16@100 24以上 C 510 65 380 65 950 230標 -2≦e1≦2

準 609-22V2 φ600.0,φ609.6 t≦22.0 BT-HT440B-SP (ハ) 820 52 80 110 440 φ75 8-D51 390 1000 24-D22 D16@100 24以上 C 500 65 370 65 950 230
許 基準高さより誤差は柱心 609-28V2 φ600.0,φ609.6 t≦28.0 BT-HT440B-SP (ニ) 910 60 75 155 225 φ75 12-D51 390 1100 28-D22 D16@100 24以上 C 510 65 380 65 950 230容
差 -3≦e≦10 609-36V2 φ600.0,φ609.6 t≦36.0 BT-HT440B-SP (ニ) 910 65 75 155 225 φ75 12-D51 390 1150 24-D25 D16@100 24以上 C 510 65 380 65 950 230

660-28V2 φ650.0,φ660.4 t≦28.0 BT-HT440B-SP (ニ) 970 65 75 160 250 φ75 12-D51 390 1150 28-D22 D16@100 24以上 C 560 65 430 65 950 230

660-36V2 φ650.0,φ660.4 t≦36.0 BT-HT440B-SP (ニ) 970 70 75 160 250 φ75 12-D51H 490 1200 28-D25 D16@100 24以上 C 560 65 430 65 1050 235６．３ 配筋およびコンクリート打設
711-28V2 φ700.0,φ711.2 t≦28.0 BT-HT440B-SP (ニ) 1030 65 75 175 265 φ75 12-D51 390 1250 28-D25 D16@100 24以上 C 590 65 460 65 950 230

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。 711-32V2 φ700.0,φ711.2 t≦32.0 BT-HT440B-SP (ニ) 1030 70 75 175 265 φ75 12-D51H 490 1300 28-D25 D16@100 24以上 C 590 65 460 65 1050 235

762-25V2 φ750.0,φ762.0 t≦25.0 BT-HT440B-SP (ニ) 1070 65 75 185 275 φ75 12-D51 390 1270 28-D25 D16@100 24以上 C 610 65 480 65 950 230●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。
762-28V2 φ750.0,φ762.0 t≦28.0 BT-HT440B-SP (ニ) 1070 70 75 185 275 φ75 12-D51H 490 1300 28-D25 D16@100 24以上 C 610 65 480 65 1050 235

ベースパックグラウト
812-22V2 φ800.0,φ812.8 t≦22.0 BT-HT440B-SP (ニ) 1150 65 75 200 300 φ75 12-D51 390 1350 32-D25 D16@100 24以上 C 660 65 530 65 950 230

812-28V2 φ800.0,φ812.8 t≦28.0 BT-HT440B-SP (ニ) 1150 70 75 200 300 φ75 12-D51H 490 1400 32-D25 D16@100 24以上 C 660 65 530 65 1050 235６．４ 建方
φ190.7 t≦12.7約

３
０

ｍ
ｍ

SN490B (イ) 350 36 55 240 - φ45 4-M30 490 540 12-D16 D13@100 21以上 290 50 190 50 600 135216-10V3 A●レベルモルタルはベースパック
φ216.3 t≦9.5

グラウト（グラウト材）を使用し 216-13V3 φ216.3 t≦12.7 SN490B (イ) 350 36 55 240 - φ50 4-M33 490 540 12-D19 D13@100 21以上 A 290 50 190 50 600 135
２/３　程度大きさは右図による。 267-09V3 φ267.4 t≦9.3 SN490B (イ) 400 36 55 290 - φ50 4-M33 490 590 12-D19 D13@100 21以上 A 340 50 240 50 600 135

267-13V3 φ267.4 t≦12.7 SN490B (イ) 420 40 65 290 - φ60 4-D38 390 580 12-D19 D13@100 21以上 D 324 50 184 50 800 180

318-09V3 φ300.0,φ318.5 t≦9.0 SN490B (イ) 460 40 65 330 - φ60 4-D38 390 610 12-D19 D13@100 21以上 D 364 50 224 50 800 180A.Bt６．５ アンカーボルトの本締め（弛み止め） Dナット(S)
318-13V3 φ300.0,φ318.5 t≦12.7 TMCP325B (イ) 460 50 65 330 - φ65 4-D41 390 610 12-D19 D13@100 21以上 D 364 50 224 50 800 190

Dナット 318-19V3 φ300.0,φ318.5 t≦19.0 TMCP325B (ハ) 530 50 65 85 230 φ60 8-D38 390 690 12-D22 D13@100 21以上 C 280 65 150 65 800 180●本締めはグラウト材の充填前に行い、
注入座金 355-10V3 φ350.0,φ355.6 t≦9.5 SN490B (ハ) 540 36 55 85 260 φ45 8-M30 490 700 16-D19 D13@100 21以上 C 310 50 210 50 600 135ダブルナットを標準とする。

355-13V3 φ350.0,φ355.6 t≦12.7 SN490B (ハ) 540 40 55 85 260 φ50 8-M33 490 710 16-D19 D13@100 21以上 C 310 50 210 50 650 135
●Dナット(S)による弛み止めは右図による。 355-16V3 φ350.0,φ355.6 t≦16.0 TMCP325B (ハ) 560 50 65 85 260 φ60 8-D38 390 720 20-D19 D13@100 21以上 C 310 65 180 65 800 180

B.PL
406-10V3 φ400.0,φ406.4 t≦9.5 SN490B (ハ) 600 40 65 85 300 φ45 8-M30 490 750 16-D19 D13@100 21以上 C 350 50 250 50 600 135

406-13V3 φ400.0,φ406.4 t≦12.7 TMCP325B (ハ) 600 50 65 85 300 φ60 8-D38 390 760 16-D19 D13@100 21以上 C 350 65 220 65 800 180

406-16V3 φ400.0,φ406.4 t≦16.0 TMCP325B (ハ) 600 50 65 85 300 φ65 8-D41 390 760 20-D19 D13@100 21以上 C 350 65 220 65 800 190６．６ ベースパックグラウト(グラウト材)の注入
406-19V3 φ400.0,φ406.4 t≦19.0 BT-HT440B-SP (ハ) 610 44 70 85 300 φ65 8-D41H 490 800 20-D19 D13@100 21以上 C 350 65 220 65 850 200

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋(6kg)に対して、計量カップで 457-10V3 φ450.0,φ457.2 t≦9.5 SN490B (ハ) 610 40 55 85 330 φ50 8-M33 490 790 20-D19 D13@100 21以上 C 380 50 280 50 650 135

457-13V3 φ450.0,φ457.2 t≦12.7 TMCP325B (ハ) 630 50 65 85 330 φ65 8-D41 390 800 20-D22 D13@100 21以上 C 380 65 250 65 800 1901.0～1.1 の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。
柱

457-19V3 φ450.0,φ457.2 t≦19.0 BT-HT440B-SP (ニ) 740 48 65 120 185 φ60 12-D38 390 930 20-D22 D13@100 21以上 C 420 65 290 65 800 180材
F●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の 457-28V3 φ450.0,φ457.2 t≦28.0 BT-HT440B-SP (ニ) 740 60 65 120 185 φ65 12-D41H 490 980 24-D22 D13@100 21以上 C 420 65 290 65 850 200
値 508-10V3 φ500.0,φ508.0 t≦9.5 TMCP325B (ハ) 700 50 65 85 400 φ60 8-D38 390 860 20-D19 D13@100 21以上 C 450 65 320 65 800 180自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。
3

508-16V3 φ500.0,φ508.0 t≦16.0 BT-HT440B-SP (ハ) 700 52 65 85 400 φ65 8-D41H 490 920 24-D22 D13@100 21以上 C 450 65 320 65 850 2002
508-22V3 φ500.0,φ508.0 t≦22.0 BT-HT440B-SP (ニ) 810 60 65 135 205 φ65 12-D41H 490 1000 24-D22 D13@100 21以上 C 460 65 330 65 850 2005

以 508-32V3 φ500.0,φ508.0 t≦32.0 BT-HT440B-SP (ニ) 830 65 75 135 205 φ75 12-D51 390 1050 28-D22 D16@100 24以上 C 470 65 340 65 950 230
下 558-13V3 φ550.0,φ558.8 t≦12.7 BT-HT440B-SP (ハ) 710 48 65 85 410 φ65 8-D41H 490 900 20-D22 D13@100 24以上 C 460 65 330 65 850 200
用

558-22V3 φ550.0,φ558.8 t≦22.0 BT-HT440B-SP (ニ) 850 60 65 135 225 φ65 12-D41H 490 1050 24-D22 D16@100 24以上 C 500 65 370 65 850 200
●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

558-28V3 φ550.0,φ558.8 t≦28.0 BT-HT440B-SP (ニ) 870 65 75 135 225 φ75 12-D51 390 1100 28-D22 D16@100 24以上 C 510 65 380 65 950 230

609-16V3 φ600.0,φ609.6 t≦16.0 BT-HT440B-SP (ハ) 820 52 80 110 440 φ75 8-D51 390 1000 24-D22 D16@100 24以上 C 500 65 370 65 950 230
●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

609-22V3 φ600.0,φ609.6 t≦22.0 BT-HT440B-SP (ニ) 910 60 75 155 225 φ75 12-D51 390 1100 28-D22 D16@100 24以上 C 510 65 380 65 950 230
注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース 609-25V3 φ600.0,φ609.6 t≦25.0 BT-HT440B-SP (ニ) 910 65 75 155 225 φ75 12-D51 390 1150 24-D25 D16@100 24以上 C 510 65 380 65 950 230

パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に 660-22V3 φ650.0,φ660.4 t≦22.0 BT-HT440B-SP (ニ) 970 65 75 160 250 φ75 12-D51 390 1150 28-D22 D16@100 24以上 C 560 65 430 65 950 230

660-25V3 φ650.0,φ660.4 t≦25.0 BT-HT440B-SP (ニ) 970 70 75 160 250 φ75 12-D51H 490 1200 28-D25 D16@100 24以上 C 560 65 430 65 1050 235より施工管理を行うものとする。
711-22V3 φ700.0,φ711.2 t≦22.0 BT-HT440B-SP (ニ) 1030 65 75 175 265 φ75 12-D51 390 1250 28-D25 D16@100 24以上 C 590 65 460 65 950 230

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理 711-25V3 φ700.0,φ711.2 t≦25.0 BT-HT440B-SP (ニ) 1030 70 75 175 265 φ75 12-D51H 490 1300 28-D25 D16@100 24以上 C 590 65 460 65 1050 235

762-19V3 φ750.0,φ762.0 t≦19.0 BT-HT440B-SP (ニ) 1070 65 75 185 275 φ75 12-D51 390 1270 28-D25 D16@100 24以上 C 610 65 480 65 950 230技術者等による。
762-22V3 φ750.0,φ762.0 t≦22.0 BT-HT440B-SP (ニ) 1070 70 75 185 275 φ75 12-D51H 490 1300 28-D25 D16@100 24以上 C 610 65 480 65 1050 235

812-19V3 φ800.0,φ812.8 t≦19.0 BT-HT440B-SP (ニ) 1150 65 75 200 300 φ75 12-D51 390 1350 32-D25 D16@100 24以上 C 660 65 530 65 950 230

812-22V3 φ800.0,φ812.8 t≦22.0 BT-HT440B-SP (ニ) 1150 70 75 200 300 φ75 12-D51H 490 1400 32-D25 D16@100 24以上 C 660 65 530 65 1050 235
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 建物外回り ＱＬデッキスパン方向  左図円部詳細ａ部 ａ部耐火仕様①ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準
クローサー

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。 普通コンクリート
　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　　合成スラブ工業会仕様 鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁

３０ ３０
ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、 ＱＬデッキＱＬデッキ

梁型枠３０ 梁にのみ込み３０ｍｍ(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。
※2１５０

耐火補強筋
２スパン                               ２スパン １スパン           １スパン            １スパン           １スパン

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

小
梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁 クローサー
コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

大
梁

溶接金網又は異形鉄筋  内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向ｃ部ｂ部開口部 開口部２スパン                     １スパン耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重 外
周

部
大

梁

大
梁

（Ｄ１０－＠２００） 小
梁

溶接金網または異形鉄筋１スパン 普通コンクリート 梁に定着ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照
溶接金網又は異形鉄筋８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０ 普通コンクリート普通コンクリート ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照

床、１時間耐火 ＱＬ９９－７５
４,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 φ６－１００x１００ 注2) 外周部大梁 大梁FP060FL-9095

ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照 ４
０

※2軽量コンクリート ８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０
※2耐火補強筋 １０ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ３０ ３０ 耐火補強筋ＱＬデッキ

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２  外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照
ＱＬデッキφ６－１００x１００

普通コンクリート 溶接金網３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 溶接金網又は異形鉄筋ＱＬ９９－７５ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下溶接金網又は異形鉄筋床、２時間耐火 ＲＣ梁又はＳＲＣ梁５,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ 注2) 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
コンクリート コンクリートクローサー 又は打込み鋲FP120FL-9107 ２.７ｍ 以下ＱＬ９９－５０ 算出式 注５)Ａ 参照

８５ｍｍ 以上 φ６－１００x１００  ブラケット支持 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 ｃ部ｄ部軽量コンクリート 算出式 注５)Ｂ 参照３.４ｍ 以下
ＱＬ９９－７５ アークスポット溶接 又は注2)３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ ５,４００N/m 以下 すみ肉溶接又はドリルねじ 打込み鋲 ＠６００以下

φ４－１３　＠６００以下
ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００） 溶接金網又は異形鉄筋※1ＱＬデッキ ＱＬデッキまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） （梁に定着）※1※1 ５０ｍｍ以上 梁耐火被覆普通又は軽量コンクリート

※1梁耐火被覆端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ 梁耐火被覆
梁耐火被覆 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド３

０

コンクリート厚さ 又は打込み鋲 又は打込み鋲 １０※2ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ又は打込み鋲 １０ フラッシング耐火補強筋３０
ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ  ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合  ＱＬデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合Ｄ部 Ｄ部Ｂ･Ｈ部 Ｂ部焼抜き栓溶接、打込み鋲８５０１５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） ３０ｍｍ以上又は頭付きスタッド コンクリート耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照Ｓ梁 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドスパン スパン ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 ※1 溶接金網又は異形鉄筋 ＳＲＣ梁又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸ＱＬデッキ

クローサー
 柱廻り納まり  柱廻り（ａ－ａ断面）ｅ部 ｅ部

※2

すみ肉溶接又はドリルねじ耐火補強筋支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）
φ４－１３　＠６００以下耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

３０ｍｍのみ込み
QLデッキ切断、柱へののみ込みなし溶接金網又は異形鉄筋 200ｍｍ以下※1※1耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

ＱＬデッキ（Ｄ１０－＠２００） 梁幅ＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆 50ｍｍ以上５０ｍｍ以上
※1すみ肉溶接ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド普通コンクリート 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ焼抜き栓溶接、頭付きスタッド床、１時間耐火 算出式 注５)Ｂ 参照ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 又は打込み鋲 φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲 又は打込み鋲φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上 フラッシングFP060FL-9101 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照
軽量コンクリート

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照  梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向  柱廻り  小口塞ぎＥ部 Ｆ部 Ｇ部 QLデッキ端部
１０ｍｍ以上 柱型枠ＱＬデッキ梁幅焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照 コンクリート止め 木材等焼抜き栓溶接又は打込み鋲 又は打込み鋲（フラッシング）現場切断普通コンクリート QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしこの部分の小口は塞がない！床、２時間耐火 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００ 現場切断（ＱＬデッキ）FP120FL-9113 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照
C)開口が連続している場合軽量コンクリート ８５ｍｍ 以上

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照
連続する開口の開口群(仮想開口)と１）開口がφ１５０程度の場合
見なし、その開口部の大きさにより、支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート   A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径 2)又は3)に準じて補強を行う耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

開口補強筋Ｄ１３ 仮想開口※3溶接金網又は異形鉄筋耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重
※1 クローサークローサー（Ｄ１０－＠２００） すみ肉溶接又はドリルねじ

梁耐火被覆 ＱＬデッキ受材φ４－１３　＠６００以下QLデッキ受材ＦＢ６５×６等ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照床、１時間耐火
φ６－１５０x１５０普通コンクリート ８０ｍｍ 以上 (APWの場合 ＦＢ６５×９等) 柱廻りＱＬデッキ切欠き焼抜き栓溶接又は打込み鋲FP060FL-9101 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照

ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照床、２時間耐火 開口補強筋Ｄ１０ 開口補強筋Ｄ１０・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。普通コンクリート φ６－１００x１００
耐力補強筋 ２）に準ずFP120FL-9113 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 ・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ ・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、 ２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。普通又は軽量コンクリート になるようレベル保持し、全面に配筋する。または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） 開口補強筋Ｄ１０ 耐力補強筋ａt＝耐火補強筋 Ｄ１３普通コンクリート ｆt･ｊＡ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

溶接金網 Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント３
０

３
０

３
０

コンクリート厚さコンクリート厚さ Ｌ1 ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。
開口部ＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さ ａd又はａtの大きい方３

０

耐火補強筋が必要。４
０

耐火補強筋 Ｄ１３１５０ １５０ 耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）ＱＬデッキ(単純支持)３０ ３０ ＱＬデッキ １５０ｍｍ以上耐火補強筋 Ｄ１３ ＱＬデッキ 耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ５０ 耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３ ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） Ｓ梁 焼抜き栓溶接、打込み鋲ＲＣ梁又はＳＲＣ梁
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された又は頭付きスタッド
　　場合の切断された耐火補強筋の本数横筋 ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＱＬデッキ １５０ ＱＬデッキスパン                      スパン注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。 (単純支持) ３）ｗ＞600mmの場合溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上 小梁補強連続支持 単純支持注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上 合成スラブ コンクリート箱抜き合成スラブ注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。 Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上 ≧４０･Ｄ コンクリート硬化後注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。 開口部ＱＬデッキを切断耐火補強筋Ｄ１３注５）許容積載荷重Ｗ　算出式 Ｌ2　：支持スパン（ｍ） 端部補強筋コンクリートのかぶり４０ｍｍ 開口１５０  ８５０ＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５ ８５０  １５０ＱＬデッキ(連続支持) Ｄ１３、長さ１.０ｍ３

０

大梁上 大梁上 ［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５ 溶接金網又は異形鉄筋
開口補強筋Ｄ１３２.７ ３.４

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
８５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁 耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０１５０※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） ＱＬデッキスパン                      スパン異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下 ４

０

(連続支持)付帯条件 スペーサー＠１.０ｍ以下異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) ※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上 （Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。に支持されるものとする。 ※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。
１.５Ｑa

Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ） 焼抜き栓溶接 Ａw 鉄骨梁の場合 ３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド ２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】墨　出　しＱ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)  １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 □事前検査板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ 　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。 　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。
１.２　  　　　４,９００  　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　 　　日本ヒルティ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。 1) 検流計での計測敷込み仮止め溶接
１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)  ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］ 　　ように敷込む。 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要 大梁 QLデッキと梁との接合 （１）溶接機 （１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。

工　　程                 手　　順　・　要　　領１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、
２）打込み鋲 QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 □溶接後の外観検査１    アーク発生フラッシング ３）焼抜き栓溶接ハンガー金具 QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で （３）標準溶接条件：下表　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる） （ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具） 棒径４mmφのもの 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり13

.5

3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3QLデッキ板厚 梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）２  QLデッキ焼抜き（３）標準溶接条件 径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 □不良部の補修溶接金網敷込み ３.０～４.０×１度打ち６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３３～３５Ｗ（１００～２５０） ２５ 梁フランジ板厚：６mm以上 １.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。４
０

溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を ３.０～４.０×２度打ち９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３３～３５ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合 ３  押し込み・溶着溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) 　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。クローサー （４）溶接工の資格 ３.５～４.５×１度打ち １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 ６～９ｍｍ未満 ３４～３６３００～３２０検　　査 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる） １.６ｍｍ溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引きJIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代２
８

４.０～４.５×２度打ち９ｍｍ以上 ３４～３６３００～３２０４     整　　形 【そ　の　他】上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ （５）手順・要領１８５ 注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装 (1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況コンクリート打設  　　ｍｍあることを確認する｡ 溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

QL99-75QL99-50 (単位：ｍ)(単位：ｍ) S造・施工時のスパンの取り方施工時許容スパン表（デッキプレートの検討） ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm) 100100 60 70 80 9060 70 80 90ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)
板厚(mm) 板厚(mm)1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.61.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 【単純支持】

注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、
支
持
条
件

支
持
条
件

3.372.54 3.61 3.55 3.48 3.422.75 2.69 2.64 2.59 3.072.33 3.31 3.24 3.18 3.132.52 2.47 2.42 2.37 単純(内法)単純(内法)
スパン(3.37)(2.54) (3.61) (3.55) (3.48) (3.42)(2.75) (2.69) (2.64) (2.59) (3.07)(2.33) (3.31) (3.24) (3.18) (3.13)(2.52) (2.47) (2.42) (2.37)表面処理が亜鉛めっきの場合

4.073.41 4.30 4.24 4.18 4.133.67 3.61 3.54 3.47 3.733.12 4.02 3.96 3.91 3.833.38 3.31 3.24 3.18注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。 【連続支持】２連続２連続
(4.07)(3.41) (4.30) (4.24) (4.18) (4.13)(3.67) (3.61) (3.54) (3.47) (3.49)(3.07) (3.89) (3.78) (3.67) (3.58)(3.38) (3.31) (3.24) (3.15)

注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。 3.833.15 4.05 3.99 3.93 3.883.40 3.33 3.26 3.20 3.582.88 3.78 3.73 3.68 3.633.12 3.05 2.99 2.93 スパン スパン３連続３連続
(3.83)(3.15) (4.05) (3.99) (3.93) (3.88)(3.40) (3.33) (3.26) (3.20) (3.58)(2.88) (3.78) (3.73) (3.68) (3.63)(3.12) (3.05) (2.99) (2.93)

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕
標　　準　　納　　ま　　り

耐　火　仕　様
【連続支持合成スラブ】

設　　　　　　計

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

【単純支持合成スラブ】

開口部補強案

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

焼抜き栓溶接
デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序 敷　込　み 検　　　　査

施　
　
　
　

工

アクセサリー

[耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用]

［ISO 9001認証取得］材料／デッキプレート

表　面　処　理デッキプレート種類 板厚(mm)

端部加工

□ｴﾝｸﾛ有り
*1□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□ＱＬ９９-７５

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.6
□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

 　材　　質　　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　
*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）

材料／コンクリート

 種  　　　     類  □軽量コンクリート [ □１種   □２種 ]

 設 計 基 準 強 度

 厚さ(QLデッキ山上) □６０ □７０ □８５ □９０ □９５ □１００ □（　　　）ｍｍ

材料／溶接金網・異形鉄筋

□φ６-７５×７５
 ＪＩＳ Ｇ ３５５１ *2□φ６-１００×１００ □（　　　　　　　　　　）

□Ｄ１０-１５０×１５０
 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ □ 異 形 鉄 筋

□Ｄ１０-２００×２００ □（　　　　　　　　　　）

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ 　Ｄ１３-＠３００

*2 線形6㎜以上を用いたもの
接　　　合

JIS B 1198 □φ１３ □φ１９ □φ２２
*3（各長さ・ピッチは特記による　）

梁 と の 接 合 下記焼抜き栓溶接の項による

接合箇所は特記による

□その他
*3 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする

耐　　　火

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 耐火区分 支持条件 ｺﾝｸﾘｰﾄ種別 耐火補強筋 認定番号

単純
床１時間

QL99-50 連続 不要
普通/軽量

QL99-75 単純 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３
床２時間

連続 不要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７
注）床２時間は床１時間耐火を含む

 □指定なし  □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　）その他

特　　　記
支 保 工 有 無  その他：

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。

 　 耐火補強筋

■ＱＬ９９-５０

■無し
■1.2 ■亜鉛めっき [ ■Z12　 □Z27 ]

 ■普通コンクリート

■８０

 ■ 溶 接 金 網
■φ６-１５０×１５０

■ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１

■ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５

 ■ 無    □ 有 

その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を

参照下さい。 ２０２１／７／０１

 □１８　　　□２１　　　■２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

■頭付きスタッド
■φ１６

□打込み鋲

□焼抜き栓溶接

Ａw ＝（　   　）mm

番 品 材 数 摘

号 名 質 量 要

工

事

名

名

称

尺 単検

図 度 位

検検 完

図図 成

製設 図

図計 番

【構造設計】　　一級建築士登録　　　第 238592号

株式会社トクオ　構造一級建築士登録　第 　2279号　 土生川　惠洋

A3= -

A1= -

管理棟（本体棟）

QLデッキ設計施工標準図

N52-KA-13-S010

令和4年7月1日

宇佐・高田・国東広域ごみ処理施設整備事業

(管理棟及び付属棟建設工事)


